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［
要
旨
］

江
戸
後
期
の
有
職
故
実
家
で
あ
る
松
岡
行
義
の
著
作
、『
源
氏
類
聚
抄
』（
宮
内

庁
書
陵
部
蔵
本
）の
翻
刻
を
呈
す
る
。
本
書
は
、『
源
氏
物
語
』に
示
さ
れ
た
建
築
・

調
度
・
装
束
等
に
関
す
る
注
釈
書
で
あ
る
。
松
岡
行
義（
一
七
九
四
―
一
八
四
八
）

に
よ
る
有
職
故
実
書
は
、
平
安
期
文
献
を
重
視
す
る
原
点
回
帰
の
姿
勢
、
絵
画
や

図
面
等
に
よ
り
対
象
を
視
覚
化
す
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
本
書
は
、『
源
氏
物

語
』
の
読
解
の
み
な
ら
ず
、
平
安
期
に
お
け
る
生
活
文
化
へ
の
探
求
、
一
九
世
紀

に
お
け
る
有
職
故
実
学
の
諸
相
を
知
る
上
で
も
重
要
と
な
ろ
う
。

［
キ
ー
ワ
ー
ド
］

松
岡
行
義　

江
戸
後
期　

源
氏
物
語　

注
釈　

有
職
故
実　

大
内
裏
図
考
証

建
築　

装
束

解
　
題

本
書
は
、
松
岡
行
義
（
一
七
九
四
―
一
八
四
八
）
に
よ
り
、『
源
氏
物
語
』
に

示
さ
れ
た
建
築
・
調
度
・
装
束
等
に
着
目
し
、
古
記
録
や
物
語
の
記
述
を
渉
猟
し
、

絵
画
を
添
え
て
記
し
た
注
釈
書
で
あ
る
。
一
八
世
紀
に
お
い
て
、
有
職
故
実
学
が

隆
盛
を
む
か
え
る
中
で
、『
源
氏
物
語
』
等
の
平
安
文
学
を
図
説
化
し
た
書
物
が

登
場
す
る
。

本
書
を
記
し
た
松
岡
行
義
（
一
七
九
四
―
一
八
四
八
）
は
、
松
岡
辰
方
の
長
男

で
、
和
学
講
談
所
を
設
立
し
、
幕
府
の
保
護
の
下
、『
群
書
類
従
』
を
編
纂
し
た

塙
保
巳
一
の
学
派
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
高
倉
流
公
家
故
実
、
小
笠
原
流
武
家
故
実

に
学
ん
だ）

1
（

。
多
く
の
文
献
資
料
を
渉
猟
し
た
が
、
実
技
を
重
視
し
、
絵
画
・
遺
品

の
調
査
、
復
原
も
試
み
た
。
著
作
に
は
、
有
職
故
実
を
詳
細
に
記
し
た
『
後
松
日

記
』
が
あ
る
。

行
義
の
源
氏
物
語
に
関
す
る
著
作
に
は
、『
源
語
図
抄
』・『
源
語
問
答
』（
宮
内

庁
書
陵
部
蔵
）
が
あ
り
、
翻
刻
を
呈
し
た）

（
（

。
こ
こ
で
は
、『
源
氏
類
聚
抄
』（
宮
内

庁
書
陵
部
蔵
）
の
桐
壺
巻
（
一
）
を
翻
刻
す
る
。
帚
木
巻
（
二
）・
空
蝉
巻
（
三
）・

若
紫
巻
及
び
末
摘
花
巻
（
四
）
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
掲
載
し
た
い
。
松
岡
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行
義
の
著
作
と
考
証
に
対
す
る
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
赤
澤
（
建
築
史
）・
伊
永
（
服

飾
史
）・
森
田
（
国
文
学
）
の
立
場
か
ら
論
考
を
ま
と
め
て
お
り
、
参
照
い
た
だ

き
た
い）

（
（

。
序
文
に
記
載
さ
れ
る
裏
松
固
禅
（
一
七
三
六
～
一
八
〇
四
）
と
は
、
寛

政
度
内
裏
復
古
造
営
に
お
い
て
建
築
考
証
を
担
当
し
た
公
家
で
あ
り
、
本
書
に
所

収
さ
れ
る
多
く
の
絵
図
は
、
固
禅
筆
『
大
内
裏
図
考
証
』
に
依
拠
し
て
い
る
。

当
該
写
本
は
、
私
案
の
書
き
直
し
、
図
を
訂
正
し
た
箇
所
が
散
見
さ
れ
、
草
稿

本
の
可
能
性
が
高
い
。
行
義
著『
後
松
日
記
』「
源
氏
物
語
を
解
す
る
事
」に
は
、『
源

氏
物
語
』
の
注
釈
に
は
誤
り
が
多
く
そ
れ
が
人
の
心
を
妨
げ
て
い
る
こ
と
が
問
題

視
さ
れ
、「
公
の
宮
殿
、
私
の
寝
殿
、
対
の
様
、
恒
例
臨
時
の
公
事
、
神
事
、
仏
事
、

官
位
昇
進
の
次
第
、
職
掌
、
衣
服
、
調
度
〈
中
略
〉」
を
正
確
に
解
す
る
必
要
性

を
説
い
て
い
る
。
行
義
は
、『
源
氏
類
聚
抄
』
に
お
い
て
、
歴
史
資
料
や
注
釈
書

か
ら
多
く
の
事
例
を
収
集
し
、
丹
念
に
自
ら
の
説
を
構
築
し
た
。
そ
の
際
、
論
理

に
無
理
が
生
じ
た
り
、
納
得
で
き
な
い
場
合
は
、「
つ
ま
び
ら
か
な
ら
ず
」「
未
知
」

「
後
考
を
ま
つ
の
み
」
な
ど
、
謙
虚
な
姿
勢
を
保
ち
、
そ
の
究
明
に
精
進
し
た
。

凡
　
例

・
本
翻
刻
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
源
氏
類
聚
抄
（
一
）
桐
壺
』（
函
号
二
〇

六　

七
七
七
）
を
底
本
と
す
る
。

・
翻
刻
に
あ
た
っ
て
、
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め
、
異
体
は
通
行
字
体
に
統
一

し
た
。

・
清
濁
・
仮
名
遣
い
が
不
統
一
で
あ
る
場
合
も
、
底
本
の
ま
ま
示
す
。

・
傍
記
等
に
つ
い
て
も
底
本
の
ま
ま
示
す
。

・
頭
注
は
、
該
当
す
る
箇
所
の
直
後
に
〈
頭
〉
の
印
を
つ
け
て
記
し
た
。

・
図
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
、《
図
一
》
な
ど
と
、《　

》
で
括
っ
て
表
記

す
る
。

・
本
文
中
に
、
欠
損
を
示
す
箇
所
が
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
、
□
と
し
て
記
す
。

翻
　
刻

桐
壺

源
氏
物
語　
　
　
　

一

�

」
一
オ

源
氏
物
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丹
治
行
義
撰

　

凡
例

こ
の
も
の
か
た
り
の
注
抄
よ
ゝ
に
い
て
き
侍
い
ゑ

い
ゑ
の
説
い
と
多
か
り
み
な
こ
と
の
は
の
心
を
と
き

あ
る
は
官
く
ら
ゐ
の
き
さ
み
公
事
の
次
第
な
と

か
し
こ
き
人
々
の
書
置
た
る
な
れ
は
万
に

た
ら
ひ
て
な
に
を
か
は
こ
と
さ
し
く
は
え
む

さ
は
あ
れ
と
公
私
の
と
の
つ
く
り
こ
ろ
も
の
色

あ
ひ
調
度
の
か
た
ち
な
と
は
も
れ
に
け
る
思
ふ

に
そ
の
い
ろ
か
た
ち
も
し
ら
て
心
詞
は
の

あ
き
ら
か
な
ら
む
や
か
ゝ
る
に
よ
て
こ
の
み
く�

」
一
ウ

さ
を
か
き
い
た
し
侍
ふ
る
き
書
何
く
れ
の

も
の
か
た
り
絵
な
と
か
き
あ
つ
め
て
お
ろ
か

に
い
と
け
な
き
心
に
も
わ
き
ま
え
む
に

た
つ
き
あ
ら
し
む
し
か
あ
れ
と
我
才
の
は
か

は
か
し
か
ら
ぬ
に
か
し
こ
き
人
に
も
ま
ね

は
さ
れ
は
ひ
か
め
る
説
も
あ
り
な
む
か
し

古
書
に
あ
ま
た
み
え
侍
る
も
さ
の
み
は
く
た
し
け

れ
は
は
ふ
け
る
も
多
し
い
そ
か
は
し
き

ま
き
れ
に
書
出
し
た
る
は
あ
や
ま
り
も
あ
り
な
む

大
内
の
図
は
多
く
裏
松
入
道
の
固
禅

　
　

か
ゝ
せ
給
へ
る
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書
よ
り
う
つ
せ
り
又
此
書
に
ひ
き
用
ひ
し
を

も
と
の
書
を
は
え
見
て
た
ゝ
に
い
れ
た
る
も
あ
り�

」
二
オ

源
氏
物
語

　

桐
壺
之
巻

桐
壺　
　
　
　
　
　
　

打
橋

渡
殿　
　
　
　
　
　
　

馬
道

後
涼
殿　
　
　
　
　
　

曹
司

上
局　
　
　
　
　
　
　

内
蔵
寮

納
殿　
　
　
　
　
　
　

輦

弘
徽
殿　
　
　
　
　
　

車

御
髪
上
調
度　
　
　
　

壺
前
栽

夜
御
殿　
　
　
　
　
　

朝
餉

鴻
臚
館　
　
　
　
　
　

藤
壺

南
殿　
　
　
　
　
　
　

穀
倉
院

御
座
敷　
　
　
　
　
　

椅
子

髪
ヅ
ラ　
　
　
　
　
　

一
世
源
氏
童
衣
服�

」
二
ウ

無
位
袍　
　
　
　
　
　

白
大
褂

元
結　
　
　
　
　
　
　

長
橋

左
馬
寮　
　
　
　
　
　

蔵
人
所

御
階　
　
　
　
　
　
　

禄
唐
櫃

修
理
職　
　
　
　
　
　

内
匠
寮

山
池�

」
三
オ

源
氏
物
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丹
治
行
義
撰

我
身
は
か
よ
は
く
も
の
は
か
な
き
あ
り
さ
ま
に
て
中
〳
〵

な
る
も
の
お
も
ひ
を
ぞ
し
給
ふ
御
局
は
き
り
壺
也
け
り

　

桐
壺　

淑
景
舎　
シ
ゲ
イ
シ
ャ　

シ
ゲ
イ
サ

シ
ゲ
サ　
　
　
　
　
　
　

　

倭
名
類
聚
鈔
云
淑
景
舎
在
昭
陽
舎
北　

岐
利
豆
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

拾
芥
鈔
云
淑
景
舎
東
ニ
桐
壺
或
南
北　

舎
各
五
間
四
面

　

日
本
紀
略
天
禄
二
年
正
月
廿
一
日
云
内
宴
詩
題
云

　

鴬
啼
宮
柳
深
於
淑
景
舎
有
此
宴

　

玉
海
承
安
二
年
正
月
三
日
云
参
女
院
御
方
入
夜
摂

　

政
参
入
余
有
尋
申
云
叙
位
除
目
之
時
摂
政
直
盧
之

　

路
随
身
主
殿
官
人
共
取
松
明
欤
此
事
有
説
云
々
如

　

何
答
不
知
云
々
又
被
示
云
当
時
直
廬
淑
景
舎
参
入�

」
三
ウ

公
卿
路
入
自
南
戸
経
南
面
西
第
一
間
及
公
卿
座
等

並
後
等
着
座
其
座
東
上
南
面
云
々

三
長
記
建
久
九
年
正
月
十
七
日
云
今
日
始
御
即
位

蔵
人
方
行
事
所
淑
景
舎
先
代

御

時

例

枕
草
子
巻
六
云　

し
け
い
し
や
東
宮
に
ま
い
り
給
ふ
ほ
と

の
事
い
か
ゝ
め
て
た
か
ら
ぬ
こ
と
な
し
む
月
十
日
に

ま
い
り
給
ひ
て

　

按
ニ
淑
景
舎
ハ
庭
ニ
桐
木
あ
り

故
ニ
桐
壺
ト
云　

五
舎
ノ
一
也
五
舎
ト
云
ハ

　

昭
陽
梨
子
壺　

淑
景
舎
桐壺

飛
香
藤壺

凝
華
梅壺

襲
芳

　
雷
鳴
壺　

也
昭
陽
淑
景
ヲ
東
舎
ト
云
南
ニ
起
テ
北
行
ニ

　

各
二
宇
北
舎
ア
レ
ハ

二
宇
ナ
リ

飛
香
凝
華
襲
芳
ヲ
西
舎
ト
云
南

　

北
行
ニ
各
一
宇
也
西
舎
ハ
皆

対
屋
ナ
シ

有
職
鈔
云
飛
香
凝
華
ノ

　

両
舎
弘
仁
九
年
ノ
勘
文
ニ
見
エ
ス
後
代
ニ
建
ル
欤
其

　

年
月
古
来
未
詳
此
五
舎
ノ
中
ヲ
摂
政
ノ
直
盧
ニ
給
ル
摂
政
ノ�

」
四
オ

　

時
ハ
叙
位
除
目
已
下
ノ
公
事
直
盧
ニ
テ
行
フ
事

　

也
又
后
宮
モ
飛
香
舎
ナ
ト
ニ
ス
ミ
給
フ
也
云
々

　

淑
景
舎
之
図

　
　

五
分
一
丈

　

《
図
1
》�

」
四
ウ
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あ
ま
り
う
ち
し
き
る
お
り
〳
〵
は
う
ち
は
し
わ
た

と
の
こ
ゝ
か
し
こ
の
み
ち
に
あ
や
し
き
わ
さ
を
し
つ
ゝ

　

打
橋

　

山
槐
記
応
保
元
年
十
二
月
十
七
日
云
従
三
位
女
御
香�

」
五
オ

　

子
入
内
儀
略

公
卿
座
上
妻
戸
前
南
折
自
打
橋
上

　

玉
海
文
治
六
年
正
月
十
一
日
云
従
藤
壷
女
御

参
上
之
道

経
南

　

面
東
一
間
妻
戸
渡
殿
御
渡
殿

有
打
橋

　

年
中
行
事
春
日
祭
云
長
橋
東
端
円
座
一
枚
為
使
者

　

座
請
打
橋

西

也

　

枕
草
子
巻
六
云
と
の
ゝ
御
さ
る
か
う
事
に
い
み
し
う
わ

　

ら
ひ
て
ほ
と
〳
〵
う
ち
は
し
よ
り
落
ぬ
へ
し

　
　

按
ニ
打
橋
ハ
別
殿
エ
移
ル
橋
也
飛
香
舎
ノ
打
橋
ノ

　
　

如
キ
ハ
渡
廊
ノ
端
ヨ
リ
懸
タ
リ
此
渡
廊
ヲ
殿
二
ツ
ゞ
ケ

サ
ル
ハ
由
ア
ル
事
カ

　
　

欄
抔
ナ
リ
テ
唯
大
ナ
ル
板
ヲ
打
ワ
タ
シ
タ
ル
橋
ナ
ル

　
　

ヘ
シ
今
所
載
春
日
験
記
二
見
ユ
ル
橋
即
打
橋
ト

　
　

云
ヘ
キ
モ
ノ
欤
但
桐
壺
ヨ
リ
参
上
ノ
道
ノ
打
橋

　
　

未何
處
二
有
欤考　

�

」
五
ウ

　

山
槐
記

　

《
図
（
》�
」
六
オ

　

春
日
験
記
巻
一

　

《
図
3
》�

」
六
ウ

　

渡
殿

　

小
右
記
天
元
五
年
十
三
日
云
今
日
於
清
涼
殿
西
方
有

　

御
遊
事
云
々
楽
居
人
々
候
南
壺
雲
上
人
候
南
渡
殿

　

云
々
供
膳
之
道

　

禁
腋
秘
鈔
云
下
の
戸
二
局
わ
た
と
の
と
い
ふ
き
へ
り

　

の
こ
ゝ
み
を
二
行
に
し
き
て
つ
い
た
て
し
よ
う
し
を

　

た
て
た
り

枕
草
子
二
巻
云
小
一
条
院
を
は
今
内
裏
と
そ
い
ふ

お
は
し
ま
す
と
の
は
清
涼
殿
に
て
そ
の
き
た
な
る

と
の
に
お
は
し
ま
す
に
し
ひ
か
し
は
わ
た
と
の
に
て

わ
た
ら
せ
給
ふ
少
将
に
ま
う
の
ほ
ら
せ
給
ふ

栄
花
物
語
鳥
辺
野
云
院
は
し
ん
て
ん
に
お
は
し

ま
せ
は
東
の
お
も
て
に
お
は
し
ま
す
殿
の

う
へ
は
東
の
た
い
に
お
は
し
ま
し
て
上
達
部
は�

」
七
オ

わ
た
と
の
に
つ
き
給
へ
り
諸
大
夫
殿
上
人
な
と
は
あ

け
は
り
に
つ
き
玉
へ
り

う
つ
ほ
物
語
と
し
か
け
云
御
前
の
あ
り
さ
ま
を

み
る
に
こ
の
と
の
は
ひ
は
た
の
お
と
ゝ
五
ら
う
わ
た

と
の
さ
る
へ
き
あ
て
〳
〵
の
い
た
や
と
も
な
と

狭
衣
物
語
巻
二
云
西
の
た
い
の
前
を
通
給
ふ
ま

ま
に
い
か
や
う
に
か
と
け
し
き
も
ゆ
か
し
け
れ
は
わ
た

と
の
よ
り
す
こ
し
の
そ
き
給
へ
は

　

渡
殿
ヲ
亦
別
殿
エ
移
ル
細
殿
ナ
リ
渡
廊
ト
云
モ

　

亦
同
シ
渡
殿
ニ
座
ヲ
設
ケ
或
女
房
等
カ
局
ニ

　

ス
ル
事
ア
リ
又
透
渡
廊
反
渡
廊
ノ
名
ア
リ

　

各
其
制
ニ
ヨ
ル
也�

」
七
ウ

昭
陽
淑
景
渡
廊
之
図

《
図
4
》�

」
八
オ

《
図
4
》�

」
八
ウ

�

」
九
オ

ま
た
あ
る
と
き
は
え
さ
ら
ぬ
め
た
う
の
戸
を
さ
し

こ
め
か
な
た
こ
な
た
こ
ゝ
ろ
を
あ
は
せ
て

　

馬
道

　

江
家
次
第
仁
寿
殿
東
庭
相
撲
云
執
柄
人
自
承
香
殿

　

馬
道
経
仁
寿
殿
北
簀
子
敷
参
入
候
簾
中
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兵
範
記
仁
安
二
年
十
一
月
廿
日
云
次
舞
姫
参
上
五
人

　

守
次
第
雲
客
扶
持
権
中
納
言
五
節
出
南
面
入
馬
道

　

南
戸
参
帳
台
別
当
出
南
面
東
行
入
馬
道
同
戸

　

玉
海
承
安
元
年
十
一
月
十
九
日
帳
台
試
依
御
物
忌

　

無
出
御
略
各
経
馬
道
入
妻
戸

　

人
車
記
仁
安
二
年
九
月
九
日
云
御
節
供
調
東
透

　

廊
馬
道

　

又
同
年
十
月
廿
三
日
云
南
庭
向
東
釣
殿
馬
道
間
仰

　

召
由
於
本
蔵
人�

」
九
ウ

栄
花
物
語
云
三
月
中
よ
り
四
条
宮
わ
た
ら
せ
給
ひ

ぬ
せ
は
く
あ
つ
か
は
し
き
心
地
す
北
対
の
め
む
た
う
あ

け
て

雅
亮
装
束
抄
云
五
節
所
の

こ
と

大
内
裏
の
五
せ
ち
所
さ
う

ね
い
て
ん
の
み
な
み
の
に
し
き
た
の
に
し
両
所
の
わ
ら
は

こ
に
帳
た
い
の
こ
ゝ
ろ
み
の
よ
な
か
の
妻
戸
よ
り
の
ほ

る
こ
と
に
て
あ
れ
そ
れ
も
な
を
し
も
ゑ
ん
よ
り

の
ほ
せ
て
み
な
み
の
め
た
う
の
つ
ま
戸
よ
り
の
ほ
る

常
の
き
な
り

　

按
ニ
大
内
裏
ノ
馬
道
多
身
屋
ノ
間
ノ
道
ヲ
云

　
下
ノ
図

可
見
合

然
レ
共
長
橋
ノ
清
涼
殿
ヨ
リ
紫
宸
殿
エ

往
反
ス
ル
道
ナ
リ
下
ニ
見
ユ

切
タ
ル
所
ヲ

　

切
馬
道
ト
イ
ヘ
バ
母
屋
ノ
間
ニ
限
ラ
サ
ル
也
又
和
名

　

鈔
道
路
ノ
類
ニ
馳
道
ノ
下
徼
道
ノ
上
ニ
馬
道
ミ
ユ

　

其
文
云
馬
道
弁
色
立
成
云
馬
道
俗
音
米

多

宇

向
殿�

」
一
〇
オ

　

之
道
也
云　
　

々

是
殿
中
ノ
馬
道
ニ
非
ス
殿
下
ノ
正

　

面
ノ
道
ヲ
云
ト
見
ユ
サ
レ
ハ
馬
道
ノ
名
ハ
殿
下
ヨ
リ

　

起
テ
殿
上
ニ
ウ
ツ
リ
シ
ナ
ラ
ン

雲
図
抄
五
節
事

　

《
図
5
》�

」
一
〇
ウ

　

馬
道
之
図　
　
　

同

　

《
図
6
》�

」
一
一
オ

い
と
ゝ
あ
は
れ
と
御
ら
む
し
て
御
涼
殿
に
も
と
よ
り

さ
ふ
ら
ひ
給
ふ
更
衣
の
さ
う
し
を
ほ
か
に
う
つ
さ
せ
給
て

う
へ
つ
ほ
ね
に
給
は
す

　

後
涼
殿　

コ
ウ
ロ
ウ
デ
ン

　

延
喜
掃
部
寮
式
云
凡
御
座
者
清
涼
後
涼
等
設
錦
草

　

鞋

　

西
宮
記
御
薬
云
御
生
気
方
西
後
涼
殿
西
面
戸

　

天
慶
元
年
七
月
十
三
日
記
云
戌
二
尅
内
侍
司
避
温
明

　

殿
遷
後
涼
殿

　

九
暦
天
徳
元
年
正
月
一
日
云
参
内
暫
着
陣
座
即
参

　

東
宮
梅
壷
申
尅
経
藤
壷
並
後
涼
殿
東
廂
等
参
上
給

　

奉
抱
兼
宗
自
侍
北
壁
辺
進
給
此
間
公
卿
不
動
座
是

　

若
理
欤

　

倭
名
類
聚
鈔
云
後
涼
殿
在
清
涼

殿

西�

」
一
一
ウ

　

拾
芥
抄
云
後
涼
殿
清
涼
殿
西

或
七
九
間

　
　

後
涼
殿
之
図

　
　
　
　
　

五
分
一
丈

《
図
7
》�

」
一
二
オ

《
図
7
》�

」
一
二
ウ

　
　

曹
司

　
　

延
喜
雜
式
云
凡
乗
輦
車
出
入
内
裏
者
妃
限
曹
司
夫

　
　

人
及
内
親
王
限
温
明
後
涼
殿
後

　
　

日
本
紀
略
天
元
三
年
九
月
十
三
日
云
盗
入
弘
徽
殿

　
　

女
御
曹
司
掠
取
器
物
東
宮
帯
刀
藤
原
景
澄
之
所
為

　
　

也

　
　

天
慶
元
年
七
月
十
三
日
記
云
以
件
殿
東
庇
馬
道
以
南



同志社女子大学　総合文化研究所紀要　第32巻　2015年（（3）

　
　

為
彼
所
聴
女
宮
候
所
並
内
侍
等
曹
司

　
　

宇
津
保
物
語
藤
原
君
云
こ
ゝ
は
大
将
殿
宮
す
み

　
　

給
ふ
お
と
ゝ
ま
ち
池
ひ
ろ
く
せ
ん
さ
い
う
へ
木
お
も

　
　

し
ろ
く
お
と
ゝ
ら
う
と
も
多
か
り
さ
う
し
ま
ち

　
　

下
屋
と
も
み
な
ひ
は
た
な
り

　
　

上
局

　
　

江
家
次
第
賀
茂
祭
云
内
記
以
宣
命
付
内
侍
所
御
湯�

」
一
三
オ

　
　

殿
之
後
上
御
壺
称
前
召
内
蔵
寮
使
内
侍
賜
宣
命

　
　

禁
秘
御
鈔
云
上
御
局
号
藤
壺
上
御
局
后
女
御
更
衣

　
　

参
上
所
近
代
為

御

所

　
　

大
和
物
語
云
先
帝
の
御
時
に
右
大
臣
の
女
御
う
へ

　
　

つ
ほ
ね
に
ま
う
の
ほ
り
給
ふ
て
さ
ふ
ら
ひ
け
り
を

　
　

は
し
ま
し
や
す
る
と
し
た
ま
ち
給
ふ
に
お
は
な
し

　
　

ま
さ
ざ
り
け
れ
は

　
　

栄
花
物
語
歌
合
云
う
ち
の
御
こ
せ
ん
う
へ
の
御
つ
ほ
ね

　
　

の
し
と
み
と
り
の
け
さ
せ
て
御
ら
ん
す

　
　

大
鏡
口
節
供
御
覧
云
殿
原
の
給
ひ
け
る
は
大
路

　
　

わ
た
る
こ
と
は
常
な
り
藤
つ
ほ
の
上
の
御
つ
ほ
ね
に

　
　

つ
き
給
ふ

　
　

枕
草
子
巻
四
云
雨
い
た
う
ふ
り
て
つ
れ
〳
〵
也
と
て

　
　

殿
上
人
う
へ
の
御
つ
ほ
ね
に
め
し
て
御
あ
そ
ひ
あ
り�

」
一
三
ウ

　

み
ち
か
た
の
少
納
言
ひ
は
い
と
め
て
た
し

　
　

按
曹
司
ハ
女
御
更
衣
常
住
ノ
所
上
局
ハ
参
上
ノ

　
　

所
也
但
此
後
涼
殿
ヲ
給
フ
モ
ノ
ハ
更
衣
ヲ
常
ニ
居
シ

　
　

ム
ル
ナ
リ
聊
御
殿
ノ
上
局
ノ
儀
ニ
異
ナ
ル
ト
イ
ヘ
共
モ
ト

　
　

淑
景
舎
ヲ
曹
司
ト
ス
ル
ニ
依
テ
後
涼
殿
ハ
ナ
ヲ
上
局
ト

　
　

云
ヘ
キ
欤

　
　

清
涼
殿
上
局
之
図

　
　

《
図
8
》�

」
一
四
オ

　

こ
の
子
み
ち
に
な
り
給
ふ
と
し
御
は
か
ま
き
の
事
一
の

　

宮
の
た
て
ま
つ
り
し
に
を
と
ら
す
く
ら
つ
か
さ
お
さ
め

　

と
の
ゝ
も
の
を
つ
く
し
て
い
み
し
う
せ
さ
せ
給
ふ

　
　

納
殿

　
　

西
宮
記
御
修
法
云
賜
宣
旨
諸
司
令
催
渡
分
物
等
自

　
　

納
殿
賜
雑
香
等
於
禁
中
及
吉
方
被
修

　
　

江
家
次
第
卯
杖
云
次
作
物
所
進
卯
杖
自
去
年
十
二

　
　

月
十
八
日
彼
所
別
當
蔵
人
始
行
事
所
作
之
其
料
物

　
　

成
内
蔵
請
奏
下
羅
䗶
紙
墨
雑
丹
金
銀
糸
一
絇
自
納

　
　

殿
請
之

　
　

拾
芥
鈔
云
納
殿
累
代
御
物
納
之
在
宣
陽
殿
恒
例
御

　
　

物
納
蔵
人
所
綾
綺
殿
紙
御
屏
風
在
仁
壽
殿
頭
蔵
人

　
　

雑
色
為
預
以
蔵
人
雑
色
出
納
維
小
舎
人
為
預
人

　
　

宇
津
保
物
語
嵯
峨
院
云
御
読
経
の
そ
う
く
の
こ
と�

」
一
四
ウ

　
　

お
こ
な
ふ
け
い
し
と
も
ゐ
た
り
お
さ
め
殿
よ
り
ほ
そ

　
　

め
さ
と
め
む
ら
さ
い
の
り
な
い
た
す

　
　

枕
草
子
巻
七
云
中
〳
〵
う
ち
こ
ほ
し
あ
つ
か
ふ
ほ
と
に

　
　

か
ろ
ら
か
に
ふ
と
取
出
い
ぬ
る
も
の
に
を
く
れ
て
か
し
こ
き

　
　

お
さ
め
殿
ひ
た
き
や
を
し
て
と
り
い
る
ゝ
こ
そ
を
そ
ろ
し
け
れ

　
　
　

按
本
文
ノ
納
殿
ハ
後
涼
殿
ノ
納
殿
也

　
　
　

校
書
殿
内
納
殿
之
図

　
　

《
図
9
》�

」
一
五
オ

　
　

《
図
9
》

内
蔵
寮

職
員
令
云
内
蔵
寮
頭
一
人
掌
金
銀
珠
玉
請
自
生
為

珠
作
為
玉

也

宝
器
謂
金
樽
玉

盞
之
類
也

錦
綾
綺
綵
氈
褥
謂
□
毛
為

褥
席
者
也

諸
蕃
貢

献
奇
瑋
謂
非
常
之
物
其
金
銀
以
下
雜
物

皆
自
大
蔵
省
割
別
而
所
送
者
也

之
物
年
料�

」
一
五
ウ
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供
進
御
服
及
別
勅
用
物
事

延
喜
内
蔵
寮
式
云
凡
寮
庫
雑
物
者
先
種
別
自
正
倉

移
於
別
庫
而
後
未
下
用
尽
之
前
亦
復
移
納
勿
令
断
絶

開
正
倉
者
助
以
上
一
人
与
允
属
開
之

又
曰
凡
蔵
匙
者
属
以
上
一
人
先
触
左
近
陣
官
率
史

生
入
日
華
門
請
納

三
代
実
録
元
慶
七
年
二
月
廿
八
日
云
夜
内
蔵
寮
舎

人
津
守
小
吉
開
御
服
倉
盗
絹
四
十
疋
下
獄

清
冷
鈔
御
読
書
云
穀
倉
院
設
王
卿
饌
内
蔵
寮
設
慱

士
饌
兼
賜
侍
臣

西
宮
記
九
月
九
日
宴
云
謝
座
謝
酒
了
昇
着
座
注略

内

蔵
寮
給
紙
筆
應
和
二
年
十
月
五
日
不
置
紙
筆
依
無

柳
筥
也
或
文
云
不
注
紙
筆

小
右
記
長
和
三
年
三
月
十
三
日
云
昨
日
内
蔵
寮
納

御
即
位
御
服
并
雑
物
他
等
少
々
取
下
倉
三
宇
只
中�

」
一
六
オ

倉

以
石
打
開

　

按
内
蔵
寮
ノ
中
ニ
外
司
正
応
権
曹
司
御
倉
正
倉
染

　

作
所
等
有
ト
イ
ヘ
凡
未
明
白
ナ
ル
図
ヲ
得
ス

　

内
蔵
寮
之
図

　

《
図
10
》�
」
一
六
ウ

い
と
ゝ
な
よ
〳
〵
と
わ
れ
か
の
け
し
き
に
て
ふ
し
た

れ
は
い
か
さ
ま
に
か
と
お
ほ
し
め
し
ま
と
は
る
て
く
る

ま
の
せ
ん
じ
な
と
の
給
は
せ
て
も
ま
た
い
ら
せ
給
ひ
て
は

さ
ら
に
ゆ
る
さ
せ
給
は
す

輦職
員
令
云
主
殿
寮
頭
一
人
掌
供
奉
輿
輦
謂
挙
行
曰

輿
輓
行
曰

輦也延
喜
雑
式
云
凡
乗
輦
車
出
入
内
裏
者
妃
限
曹
司
夫

人
及
内
親
王
限
温
明
後
涼
殿
命
婦
三
位
限
兵
衛
陣

但
嬪
女
御
及
孫
王
大
臣
嫡
妻
乗
輦
限
兵
衛
陣

西
宮
記
臨
時
六
云
輦
太
子
老
親
王
大
臣
僧
正
等
依

宣
旨
乗
之
女
宮
見

弾
正
式

又
同
五
云
勅
授
輦
車
家
宣
旨
之
後
帯
剣
拝
舞
若
於

御
前
被
宣
旨
者
即
帯
剣
於
庭
前
拝
舞
天
皇
即
位
之�

」
一
七
オ

日
依
新
帝
宣
旨
可
乗
雖
衛
府
者
勅
授
人
尚
給
宣
旨
云
々

上
卿
奉　

勅
仰
検
非
違
使
弾
正
等　

輦
車
親
王
大

臣
中
宿
老
人
有
此
恩
女
親
王
女
御
尚
侍
毎
出
入
蔵

人
経
奏
聞
仰
閤
門
吉
上
雖
載
雑
式

毎
度
仰

或
僧
正
有
蒙
宣

旨
者
従
三
位
管
卿
侍
読
間
聴
乗
已
上
皆
仰
有
司

仁
和
二
年
三
月
廿
五
日
僧
正
遍
昭
聴
駕
輦
車
出
入

宮
門
者

世
俗
浅
深
秘
鈔
云
牛
車
輦
車
人
大
略
先
聴
輦
車
後

聴
牛
車
尋
常
事
也
略

有
八
省
於
幣
物
時
雖
牛
車
輦

車
人
必
令
歩
行
也
略

但
大
臣
雖
牛
車
輦
車
不
蒙
別

仰
以
前
不
入
出
侍
賢
門
依
重
宣
旨
用
此
門
也

三
中
口
伝
云
輦
車
儀
於
侍
賢
門
移
乗
輦
車
於
春
花

門
前
下
車
已
上
俗
儀
也
至
干
僧
只
今
不
覚
悟
僧
侶

拝
賀
之
時
参
従
朔
平
門
之
摂
粗
覚
悟
之
且
令
引
𢮦�

」
一
七
ウ

可
申
候　

自
待
賢
門
乗
移
輦
車
廂
車
也
号
両
眉

車
諸
司
二
分
着
束

帯
引
之

　
　

至
春
花
門　

里
内
者
於
陣
外
移
所
乗
引
之

下
車
所
牛
車
輦
車
之
人
於
二
條
西
洞
院
辻
下
也
共

五
十
未
満
之
人
於
門
外
下
云
々

栄
花
物
語
浦
〳
〵
別
れ
の
巻
云
三
月
は
か
り
に
て

奏
し
て
出
さ
せ
給
ふ
そ
の
た
ひ
の
ぎ
し
き
は
い
と

こ
こ
ろ
こ
と
な
り
女
御
も
御
て
ぐ
る
ま
に
て
女
房
か

ち
よ
り
歩
つ
れ
た
り

倭
名
類
聚
鈔
云
輦
周
禮
注
云
后
居
宮
中
縦
容
所
乗



同志社女子大学　総合文化研究所紀要　第32巻　2015年（（5）

謂
之
輦
力
展
反
和
名　

天

久

流

萬　

為
軽
輪
人
挽
所
也�

」
一
八
オ

《
図
11
》�

」
一
八
ウ

《
図
11
》�

」
一
九
オ

は
ゝ
き
た
の
か
た
お
な
し
け
ふ
り
に
も
の
ほ
り
な
ん
と
な
き

こ
か
れ
給
て
御
を
く
り
の
女
房
の
く
る
ま
に
し
た
ひ
の
り
給
て

愛
宕
と
い
ふ
と
こ
ろ
に

車倭
名
類
聚
鈔
云
車
駕
古
史
考
云
黄
帝
作
車
尺
遮
反

一
音
居

和
名
久

留

萬　

四
声
字
苑
駕
音賀

牛
馬
入
轅
軛
中
也

延
喜
雑
式
云
凡
乗
車
出
入
宮
城
門
者
妃
以
下
大
臣

嫡
妻
已
上
限
宮
門
外
四
位
已
下
及
内
侍
者
聴
出
入

土
門
但
不
得
至
陣
下

餝
鈔
云
新
車
乗
始
故
実
久
安
五
十
廿
五
或
秘
記
曰

丑
刻
師
長
乗
新
車
依
未
造
了
無
輪
云

々

先
日
禅
閤

命
曰
乗
新
車
之
時
不
必
有
輪
之
由
故
殿
御
命
也

枕
草
子
巻
五
云
そ
こ
へ
と
て
五
日
の
あ
し
た
み
や

つ
か
さ
車
の
こ
と
い
ひ
て
北
の
ち
む
よ
り
さ
み
た
れ
は�

」
一
九
ウ

と
か
の
な
き
物
そ
と
て
さ
し
よ
せ
て
四
人
は
か
り
そ

の
り
て
ゆ
く�
」
二
○
オ

な
き
あ
と
ま
て
人
の
む
ね
あ
く
ま
じ
か
り
け
る
人
の

御
お
ほ
え
か
な
と
弘
徽
殿
な
と
に
は
な
を
ゆ
る
し
な
う

の
給
ひ
け
る

弘
徽
殿

日
本
紀
略
天
元
三
年
九
月
十
三
日
云
盗
入
弘
徽
殿

女
御
曹
司
掠
取
器
物
東
宮
帯
刀
藤
原
景
澄
之
所
為

也西
宮
記
臨
時
九
云
延
長
元
年
十
一
月
廿
一
日
辛
酉

賀
茂
臨
時
祭
但
無
御
神
楽
亥
一
尅
中
宮
遷
御
弘
徽

殿
朱
雀
院
皇
后
宮
賜
禄
陪
従
親
王
以
下
侍
従
諸
衛

佐
以
上
参
中
宮
陪
従
挙
前
貞
公
卿
記

御
質
鈔
承
平
二
年
正
月
十
四
日
云
御
齋
会
事
了
到

右
近
陣
中
将
源
英
明
朝
臣
云
昔
御
清
涼
殿
之
時
便

宣
候
此
陣
今
御
弘
徽
殿
故
自
去
年
候
左
近
陣
法
師�

」
二
○
ウ

等
自
陣
参
入

倭
名
類
聚
鈔
云
弘
徽
殿
在
清
涼

殿

北

拾
芥
抄
云
弘
徽
殿
七
間
四
面

栄
花
物
語
玉
の
か
さ
り
云
清
涼
殿
の
北
面
は
こ
き
て
ん

の
南
め
ん
な
れ
は
う
へ
は
常
に
御
か
た
を
御
ら
ん
じ

の
そ
か
せ
給
ふ

　

按
延
喜
中
宮
式
ニ
西
廊
殿
ト
云
ハ
此
殿
也
又
弘
輝
供

　

輝
等
ノ
字
所
見
有
リ

　

弘
徽
殿
之
図

　
　
　

《
図
1（
》�

」
二
一
オ

　
　
　

《
図
1（
》�

」
二
一
ウ

た
ヽ
か
の
御
か
た
み
に
と
て
か
ヽ
る
や
う
も
や
と
の
こ
し

給
へ
り
け
る
御
さ
う
そ
く
一
く
た
り
御
く
し
あ
げ
の

て
ふ
ど

御ミ

髪ク
シ

上ア
ケ

調
度

按
御
ク
シ
上
ノ
調
度
ハ
御
櫛
筥
唐
匣
搔
上
筥
ノ
類
ナ

ル
ヘ
シ
皆
下
ニ
出

命
婦
は
ま
た
お
ほ
と
の
こ
も
ら
せ
給
は
さ
り
け
る
を
あ

は
れ
に
見
奉
る
御
前
乃
壺
前
栽
の
い
と
お
も
し
ろ
き

盛
な
る
を
御
ら
ん
す
る
や
う
に
て
忍
ひ
や
か
に

壺
前
栽
付

前
栽

清
原
元
輔
集
云
つ
ほ
せ
ん
さ
い
の
え
ん
せ
さ
せ
給
ふ
に

人
に
か
は
り
て　

月
か
け
の
い
た
ら
ぬ
庭
も
こ
よ
ひ
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こ
そ
さ
や
け
か
り
け
れ
萩
の
し
ら
露

藤
原
清
正
集
云
う
ち
に
十
月
十
四
日
に
つ
ほ
せ
ん�

」
二
二
オ

さ
い
の
き
く
の
枝
に　

こ
ヽ
の
へ
に
う
つ
ろ
ふ
か
ら
に

き
く
の
花
い
つ
れ
の　

に
こ
ヽ
ろ
そ
む
ら
む

古
今
和
歌
集
云
人
の
せ
ん
さ
い
に
き
く
に
む
す
ひ
つ
け

て
う
へ
け
る
う
た　

在
原
な
り
ひ
ら
の
朝
臣　

う
へ
し

う
へ
は
秋
な
き
時
や
さ
か
さ
ら
ん
花
こ
そ
ち
ら
め
ね
さ
へ
か

れ
め
て

又
云
藤
原
の
と
し
も
と
の
朝
臣
の
右
近
の
中
将
に
て

住
侍
け
る
さ
う
し
の
身
ま
か
り
て
後
人
も
す
ま
す
成

に
け
る
に
秋
の
夜
更
て
も
の
よ
り
ま
う
て
き
け
る
つ

い
て
に
見
い
れ
け
れ
は
も
と
有
し
せ
ん
さ
い
い
と
し

け
く
あ
れ
た
り
け
る
を
見
て
は
や
く
そ
こ
に
侍

け
れ
は
む
か
し
を
お
も
ひ
や
り
て
よ
み
け
る
み
は
る
の
あ
り
す
け　

君
か

う
へ
し
一
む
ら
薄
虫
の
ね
の
し
け
き
野
へ
と
も
な
り
に

け
る
か
な�

」
二
二
ウ

伊
勢
物
語
云
扨
年
こ
ろ
ふ
る
ほ
と
に
女
お
や
な
く

た
よ
り
な
く
な
る
ま
ヽ
に
も
ろ
と
も
に
い
ふ
か
ひ
な
く

て
あ
ら
ん
や
は
と
て
か
う
ち
の
国
た
か
や
す
の
郡
に
い
き

か
よ
ふ
と
こ
ろ
出
き
に
け
り
さ
り
け
れ
と
こ
の
も
と

の
女
あ
し
と
お
も
へ
る
け
し
き
も
な
く
て
出
し
や
り
け

れ
は
男
こ
と
心
有
て
か
ヽ
る
に
や
あ
ら
ん
と
お
も
ひ

う
た
か
ひ
て
せ
ん
さ
い
の
な
か
に
か
く
れ
ゐ
て
か
う
ち
へ

い
ぬ
る
か
ほ
に
て
み
れ
は

実
方
朝
臣
集
云
お
も
ひ
か
け
た
る
人
の
内
よ
り

ま
か
て
た
る
と
の
ゐ
と
こ
ろ
の
ま
へ
の
せ
ん
さ
い
を
み
て

露
を
き
た
る
を
な
と
か
み
た
ま
い
さ
り
し
と
い

へ
は　

お
き
て
見
は
袖
の
み
ぬ
れ
て
い
た
つ
ら
に

草
葉
の
玉
の
数
や
ま
さ
ら
ん

禁
秘
御
鈔
云
前
栽
清
涼
殿
東
庭
并
同
西
庭
朝
餉
並

台
盤
所�

」
二
三
オ

前

藤
壺
也
延
喜
元
年
左
右
衛
門
栽
草
架
延
喜
菊
栽

東
庭
並
仁
寿
殿
東
庭

按
前
栽
ハ
草
也
庭
前
ニ
栽
ユ
ル
ノ
儀
欤
壺
ト
云
ハ
小

庭
也
梨
子
壺
桐
壺
等
亦
同

と
も
し
火
を
か
ヽ
け
つ
く
し
て
お
き
お
は
し
ま
す

右
近
の
つ
か
さ
の
と
の
ゐ
中
の
こ
ゑ
聞
ゆ
る
う
し
な
り

ぬ
る
な
る
へ
し
人
め
を
お
ほ
し
て
よ
る
の
お
と
ヽ
に
い
ら

せ
給
ひ
て
も
ま
と
ろ
ま
せ
給
ふ
事
か
た
し

夜
御
殿

北
山
鈔
元
日
供
屠
蘇
白
散
事
云
第
一
度
入
自
夜
御

殿
南
戸
御
東
戸
内
預
設
候

菅
円
座

江
家
次
第
卯
杖
云
女
官
伝
取
入
自
仙
華
門
経
長
橋

立
南
廊
小
板
敷
内
侍
取
之
立
夜
御
殿
南
戸
南
面
東

西
壁
下
近
代
令
女
官

立
之
失
也�

」
二
三
ウ

禁
秘
御
鈔
云
夜
御
殿
四
方
有
妻
戸
南
大
妻
戸
一
間
也

御
帳
同
清
涼
殿
東枕

敷
下

御
上

畳
座
也
御
枕
有
二
階
奉
安

御
剣
神
宝
皆
有
覆
御
帳
西
并
有
燈
籠

禁
腋
秘
鈔
云
夜
御
殿
は
御
帳
日
の
御
座
の
こ
と
し

か
べ
し
ろ
か
け
た
り
四
の
角
に
と
う
ろ
あ
り
か
い
と
も
し

の
と
こ
ろ
に
く
は
し
く
見
え
た
り
御
て
ふ
の
ま
く
ら

の
か
た
に
つ
の
二
つ
あ
と
の
か
た
か
ヽ
み
か
け
た
り
昼
の

御
座
も
お
な
し
御
い
か
な
と
こ
の
と
こ
ろ
に
た
て
ら

る
い
た
し
き
の
下
し
つ
け
を
さ
ら
ん
た
め
ふ
か
く
ほ
り

た
る
よ
し
古
老
伝
に
あ
る
よ
し
長
暦
御
記
に
み
え

た
り
略

夜
の
お
と
ど
は
よ
む
の
お
と
ヽ
と
い
ふ

按
夜
御
殿
又
夜
御
所
江
家
次
第

臨
時
除
目

又
塗
籠
西
宮
記

九
記
及
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建
武
年

中
行
事

又
塗
蔵
冨
家
語　

又
夜
塗
籠
侍
中
群
要

又
夜

大
殿
左
経
記　　

主
上
寝
御
ノ
所
也�

」
二
四
オ

夜
御
殿
之
図
一
寸
一
丈

　
　
　

　
　

清
涼
殿
身
昼
御
座
ノ
北
ニ
有
リ

　
　

《
図
13
》�

」
二
四
ウ

も
の
な
と
も
き
こ
し
め
さ
す
あ
さ
か
れ
ゐ
の
け
し
き

は
か
り
ふ
れ
さ
せ
給
ひ
て

朝
餉

江
家
次
第
大
殿
祭
云
神
祇
官
人
中
臣
忌
部

先
石
灰
壇
次

経
御
帳
後
奉
仕
夜
御
殿
次
朝
餉
次
御
湯
殿
次
御
櫃
湯

殿
次
御
膳
宿

禁
秘
御
鈔
云
朝
餉
二
間
南
平
敷
二
枚
北上

東
北
立
屏

風
絹
屏
風

夜
御
殿
方
有
副
障
子
屏
風
内
外
案
御
調
度

二
階
一
押錦

唐
匣
筥
一
硯
筥
螺
鈿
厨
子
二
脚
非
螺
鈿　

只

近
代
蒔
蛮
絵
或
以
薄
挿
冠
筥
唾
壺
手
拭
筥
熨
筥
几

帳
一
大
床
子
二
一
者
在
御

手
水
間

火
櫃
春
冬
計
也

書
和
絵
台
盤

所
方
障
子
和
絵
御
手
水
間
方
障
子
書
猫

侍
中
群
要
云
朝
餉
下
格
子
事
入
自
朝
餉
北
間
取
燈

籠
火
置
壺
厨
子
取
寄
御
物
等
於
便
所
上
時
自
御
手�
」
二
五
オ

水
間
方
下
時
自
南
方
先
取
渡
御
物
等
北
間
天

下
南

間
次
如
元
取
渡
本
所
天

下
北
間

禁
腋
秘
抄
云
あ
さ
か
れ
ゐ
は
二
間
也
お
く
の
か
へ
に
そ
へ
障

子
有
へ
し
近
比
み
え
す
う
む
け
ん
二
帖
は
し
に
小
も
ん

二
帖
し
く
御
屏
風
た
り
御
座
の
き
た
の
か
た
に
御
二
か
い

上
に
火
と
り
お
く
の
か
た
に
だ
こ
下
に
う
ち
み
た
り
の
筥

二
つ
御
二
か
い
の
西
は
御
か
う
ふ
り
の
は
こ
そ
の
西
に
か
ら

く
し
け
そ
の
に
し
に
御
ゆ
奉
る
つ
き
た
い
に
す
う
其

き
た
に
大
床
子
一
脚
う
げ
ん
の
お
ほ
ひ
是
は
御
け
つ
り

く
し
の
大
床
し
な
り
そ
の
お
く
東
に
そ
ふ

ち
い
さ
く
壺
の

つ
し
二
脚
あ
り
御
す
ヽ
り
を
は
し
の
二
か
い
に
置
た
り

御
屏
風
は
つ
し
二
ツ
の
あ
は
ひ
を
ひ
き
を
り
て
た
つ

る
な
り
略

す
へ
て
あ
さ
か
れ
は
き
ぬ
き
て
も
も
こ
し

か
け
さ
る
人
は
と
を
ら
す
あ
さ
か
れ
ひ
つ
ね
の
御
所
の�

」
二
五
ウ

御
え
む
は
下
ら
う
女
房
と
を
ら
す
略

　
　
　
　

《
図
14
》

　

按
朝
餉
者
清
涼
殿
西
庇
御
膳
ヲ
供
ス
ル
所
也
下

　

清
涼
殿
全
図
可
見
合�

」
二
六
オ

こ
ま
う
と
の
ま
い
れ
る
か
中
に
か
し
こ
き
さ
う
に
む
有
け
る

を
き
こ
し
め
し
て
宮
の
う
ち
に
め
さ
む
こ
と
は
う
た
の

み
か
と
の
御
い
ま
し
め
あ
れ
は
い
み
し
う
し
の
ひ
て
こ
の

御
子
を
鴻
臚
館
に
つ
か
は
し
た
り

鴻
臚
館

職
員
令
云
玄
蕃
寮
頭
一
人
掌
仏
寺
僧
尼
名
籍
注略

供

斎
蕃
客
辞
見
讌
饗
送
迎
注略

及
在
京
夷
狄
監
当
館
舎

謂
鴻
臚

館

也

事
延
喜
左
京
職
式
云
宮
城
辺
朱
雀
路
溝
皆
令
雇
夫
掃
部

又
左
京
者
大
学
神
泉
苑
鴻
臚
東
館
右
京
者
穀
倉
院

鴻
臚
西
館
客
徒
入
朝
之
時
均
分
客
館
之
内
左
右
共
掃

部兵
範
記
仁
安
三
年
十
一
月
廿
二
日
云
於
七
條
鴻
臚

館
着
幄
行
事
可
羞
盃

由
右
小
弁
同
心
雖
令
議
定�

」
二
六
ウ

院
御
車
已
立
経
時
刻
依
有
恐
不
羞

続
日
本
後
記
承
和
六
年
八
月
辛
酉
云
以
東
鴻
臚
館院

地
二
町
充
典
薬
寮
為
御
薬
園

大
槐
秘
鈔
大
掌
祭
云
七
條
の
朱
雀
の
東
面
に
鴻
臚

館
と
申
所
よ
し
い
ま
は
人
の
館
と
ま
か
り
な
り
て
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候
め
り
い
つ
よ
り
ま
か
り
成
た
る
に
や
有
ら
ん
今
と
も

へ
う
の
山
は
其
と
こ
ろ
よ
り
そ
曳
有
け
る

按
鴻
臚
館
ハ
七
條
朱
雀
大
路
玄
蕃
寮
ノ
内

客
館
ニ
東
西
入
東
西
鴻
臚
館
入
客　

入
朝
之
時
此

館
ニ
在
ル
也�

」
二
七
オ

　
　

鴻
臚
館
之
図

　
　

《
図
15
》　

㊟
図
の
上
に
×
あ
り�

」
二
七
ウ

う
ち
す
み
せ
さ
せ
給
ひ
て
御
こ
ヽ
ろ
も
な
ぐ
さ
む
へ
し
と

お
ほ
し
な
り
て
ま
い
ら
せ
奉
り
給
へ
り
ふ
ち
つ
ほ
と

き
こ
ゆ

藤
壺　

飛
香
舎

和
妙
類
聚
鈔
云
飛
香
舎
在
弘
徽
殿
北
布
知
豆
保

　
　
　
　
　
　
　
　

西
宮
記
藤
花
宴
云
延
喜
二
年
三
月
廿
日
御
飛
香
舎

御
覧
藤
花
左
大
臣
献
物
給
所
厨
所

次
御
膳
次
王
卿
侍
臣

着
座
公
卿
砌
下
略

侍
臣
花
下　

天
暦
三
年
四
月
十
二
日
於
飛
香

舎
有
藤
花
宴
殿
上
御
椅
子
立
南
廂
東
一
二
三
間
巻

簾
垂
其
前
四
尺
屏
風
三
帖

九
暦
天
徳
元
年
四
月
廿
二
日
云
息
所
於
飛
香
舎
遂

事
未
尅
依
垣
下
催
着
座
在
母
屋
放
出
三
間
之
中
玉

卿
座
在
東
廂
南
東
辺
北
西
面

中
右
記
天
仁
元
年
十
一
月
廿
日
云
叙
位
藤
壺�

」
二
八
オ

玉
海
安
元
三
年
六
月
廿
七
日
云
藤
壺
者
代
々
妻
后

之
居
所
也

山
槐
記
応
保
元
年
十
二
月
十
七
日
云
従
三
位
香

子
入
内

飛

香
舎
御
装
束

栄
花
物
語
晩
待
星
云
清
涼
殿
こ
ほ
た
れ
て
あ
た
ら
し

く
つ
く
る
へ
し
と
て
こ
ほ
つ
藤
壺
よ
り
見
ゆ
る
も

い
と
あ
は
れ
に
て

枕
草
子
巻
七
云
ま
つ
あ
な
め
て
た
大
納
言
は
か
り

の
人
に
く
つ
を
と
ら
せ
給
ふ
よ
と
み
ゆ
山
の
ゐ
の
大
納

言
所
の
つ
き
〳
〵
さ
ら
ぬ
人
々
く
ろ
き
も
の
を
ひ
き
ち

ら
し
た
る
や
う
に
藤
つ
ほ
の
へ
い
の
も
と
よ
り
と
う

く
わ
て
ん
の
前
ま
て
ゐ
な
み
た
る
に

元
真
集
云
お
な
し
十
二
月
春
宮
の
女
御
ふ
ち

つ
ほ
の
御
つ
ほ
ね
に
て
ち
ヽ
の
御
五
十
賀
う
ち
に
せ�

」
二
八
ウ

さ
せ
た
ま
ふ
に

拾
芥
抄
云
飛
香
舎
西
一
藤
壺
弘
徽
殿
西

或

五

間

四

面

飛
香
舎
之
図

《
図
16
》�

」
二
九
オ

《
図
16
》

春
宮
の
御
元
服
南
殿
に
て
あ
り
し
き
し
き
よ
そ
ほ
し

か
り
し
御
ひ
ヽ
き
に
お
と
さ
せ
給
は
す
と
こ
ろ
〳
〵
の
あ
る

し
な
と
く
ら
つ
か
さ
こ
く
さ
う
ゐ
ん
な
と

南
殿　

紫
宸
殿

清
涼
抄
皇
太
子
加
元
服
云
前
一
二
日
召
仰
供
奉
所

司
当
日
所
司
参
上
南
殿
供
奉
内
裏
儀
式
天
皇
与
皇

后
並
御
同
殿
承
和
立

延
喜
十
六
年

皆
御
南
殿
也�

」
二
九
ウ

続
日
本
後
記
嘉
祥
二
年
二
月
戊
戌
云
狐
入
内
裏
犬

遂
出
自
月
華
門
逃
昇
南
殿
上
遂
為
犬
所
咬

三
代
実
録
貞
観
十
三
年
二
月
十
四
日
云
天
皇
御
紫

宸
殿
視
事
承
和
以
往
皇
帝
毎
日
御
紫
宸
殿
視
政
事

仁
寿
以
降
絶
此
儀
是
日
帝
始
聴
政
当
時
慶
之

紫
宸
殿
之
図

　
　

《
図
17
》�

」
三
○
オ

　
　

《
図
17
》�

」
三
○
ウ

穀
倉
院
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続
日
本
紀
承
和
元
十
二
月
丙
寅
云
始
充
充
穀
倉
院

卯
一
面

延
喜
左
京
職
式
云
宮
城
辺
朱
雀
路
溝
皆
令
雇
夫
掃

部
略

右
京
穀
倉
院
鴻
臚
西
館

清
冷
鈔
天
皇
奉
賀
上
皇
御
算
云
召
内
蔵
寮
穀
倉
院
内

給
所
前
一
箇
月
定
調
楽
行
事
人

西
宮
記
曰
穀
倉
院
在
大
学
寮
西
納
畿
内
諸
国
調

銭
諸
国
無
住
職
田
及
没
官
田
太
宰
稲
等
諸
庄
物
勤

中
饗
有
公
卿
及
四
位
五
位
別
当
預
蔵
人

又
云
或
抄
云
大
同
年
中
始
置
此
院
弘
仁
十
二
年
公

卿
奏
云云

准
拠
例
旧
例
運
近
江
国
緑
江
諸
郡
十
萬
解

収
穀
倉
院
尋
運
越
前
国
物
使
項
其
代
承
和
元
年
始

充
穀
倉
院
卯
一
面�

」
三
一
オ

外
記
師
守
記
貞
治
四
年
四
月
五
日
云
今
朝
家
君
有

同
事
予
以
下
被
渡
穀
倉
院
被
摘
茶
初
度
也
院
掌
弾
正

忠
延
兼
走
舞
一
瓶
及
盃
飲
非
無
其
真
者
也
宗
左
衛

門
入
道
頼
恵
調
之
三
斤
余
有
之

按
穀
倉
院
ノ
所
預
詳
ニ
西
宮
記
ニ
見
ユ
但
院
中
ニ

応
倉
勅
旨
所
正
倉
襍
舎
院
預
人
寓
所
等
有
之

　
　

《
図
18
》�
」
三
一
ウ

お
は
し
ま
す
て
ん
の
東
の
ひ
さ
し
ひ
む
か
し
む
き
に

い
し
立
て

御
座
敷
清
涼
殿
也

類
聚
国
史
云
弘
仁
四
年
九
月
癸
酉
宴
皇
太
第
於
清

涼
殿
具
物
漢
法

延
喜
神
祇
式
云
大
殿
祭
神
今
食
明
日
平
旦
略

即
両

官
人
着
木
綿
蔓
注略

立
案
前
直
進
御
殿

日
本
紀
略
天
徳
元
年
六
月
十
八
日
云
自
今
於
南
殿

並
御
殿
請
百
僧
転
読
大
般
若
経

本
朝
文
粋
巻
十
一
云
早
春
侍
宴
清
涼
殿
玩
鴬
花
応

　

製
禁
秘
御
鈔
云
清
涼
殿
五
間
北
一
間
母
屋
為
路
次

御
帳
間
第
三
間
大
床
子

第
四
間
奥
有
御
厨
子
第
五
間
四

季
御
屏
風
母
屋
有
日
記
御
厨
子

帳
四
面
有
几
帳
帷

夏
生
以
胡
粉
尽

花
鳥
冬
朽
木
形
畳
三

帖
繧
繝
御
座
敷
東
上

西
柱
角
鏡
二
東
面
浜

床
如
恒

平
敷
畳二�

」
三
二
オ

帖
繧
繝
南
上
中
央
茵
一
枚
中
唐
綾
端
錦

裏
打
御
剣
在
御
座
南
端
鞘
東
束
西
面
歟

御
硯
筥
御

座
南
板
置
自
中
央
南
方
瓦
硯
在
左
筆
台
水

入
亀
形
蒔
海
部

三
尺
几

帳
御
座
北
柱
内
立
斜
立
之
西
裡
也
大
床
子
三
脚
敷

高
麗
非
畳
端
ヲ
畳
ノ
弘
サ
ニ
〆
有
裏
円
座
一
脇
足

一
或
二
以

一
為
吉

南
蛮
絵
御
厨
子
二
式筥

日
記
御
厨
子
二
脚

近
代
不
納
二
代
御
記
式
筥
雑
文
書

等
及
女
嬬
坏
指
油
不
可
説
次
第
也

置
物
御
厨
子
二

脚
玄
象
中
鈴
鹿
下
笛
筥
蒔
海
部

小
水
竜
又
笛
二
拍
拍
子
図

石
灰
壇
四
季
御
屏

風
三
尺
南

第
一
間
母
屋
御
簾
下
以
東
為
面
北
御
屏
風
内
在
陪

膳
円
座
又
燈
籠
障
子
皆
唐
画
本
文
也

弘

弘
庇
板
九
枚
北
有
荒
海
障
子
南
方
手
長
足
長
北
面
障

子
宇
治
網
代
墨
絵
也
二
間
與
上
御
局
之
際
立
昆
明

池
障
子
閑
院
無
上
御
局
仍
荒
海
障
子
副
二
尺
許
為

路
立
之
南
昆
明
池
北
嵯
峨
野
小
鷹
狩
南
切
妻
有
鳴

板
号
見
参
板
不
打
付
也

年
中
行
事
向
上
戸
立
之
春
東
方

一
人
路
ノ
程
置
テ
立
ツ

禁
秘
御
抄
云
つ
ね
に
わ
た
ら
せ
給
ふ
殿
な
り�

」
三
二
ウ

中
殿
と
も
い
ふ
む
か
し
は
仁
寿
殿
を
御
殿
に
し
つ

ら
は
れ
た
る
も
あ
り
御
て
ふ
か
た
ひ
ら
を
か
け
た
り

四
ふ
く
四
帖
五
ふ
く
四
帖
な
り
三
方
の
中
を

あ
け
て
う
し
ろ
な
ら
ひ
に
四
の
す
み
を
た
れ

た
り
四
尺
の
き
ち
や
う
三
本
三
方
の
中
の
あ
け
た
る

下
に
た
つ
後
は
三
尺
の
き
ち
や
う
な
り
御
帳
の
か
た

ひ
ら
を
た
れ
た
る
か
ゆ
へ
に
木
丁
御
て
ふ
の
う
し

と
ら
の
か
た
す
ち
か
へ
て
た
つ
内
に
う
む
け
ん
の
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御
座
三
帖
を
し
く
御
帳
の
ま
へ
の
し
も
左
右
に

獅
子
狛
犬
あ
り
前
に
平
敷
の
御
座
う
け
む　

二
帖

し
と
ね
を
く
は
ふ
御
座
の
ま
へ
の
右
か
た
の
い
た
に

御
す
ヾ
り
の
は
こ
を
置
ら
て
ん
は
む
ゑ
か
は
ら
す
ヽ
り
ふ
て

す
み
水
い
れ
は
か
め
の
つ
ほ
な
り

御
剣
し
と
ね
の
南
に
を
く
ひ
さ
し
の
南
二
間
石
は
い

の
だ
ん
也
こ
の
間
を
地
下
に
す
む
し
て
御
拝
あ
り�

」
三
三
オ

一
の
間
の
中
ほ
と
に
つ
ほ
あ
り
ふ
た
を
く
は
ふ
ち
り

な
と
は
き
い
る
ヽ
ゆ
へ
に
ち
り
つ
ほ
と
も
い
ふ
昔
は
火
を
こ
し

て
れ
う
り
な
と
せ
ら
れ
た
り
西
う
し
と
ら
の
障
子

に
そ
へ
て
二
三
の
間
に
お
き
も
の
の
つ
し
を
た
つ
そ
の

つ
し
に
楽
器
を
置
う
へ
に
琵
琶
玄
上
　

そ
の
は
し
に

北
の
に
笛
の
は
こ
つ
き
の
ち
う
に
和
琴
す
ヽ
か

　

　

を

か
れ
た
り
そ
の
ま
へ
御
帳
の
南
の
間
に
大
床
子
三

脚
を
た
つ
か
う
ら
い
の
お
ほ
ひ
三
て
う
中
に
か
さ
ね

た
る
円
座
一
枚
を
し
き
て
御
座
と
す
南
の
は
し

ら
の
よ
こ
さ
ま
な
る
大
床
子
に
御
つ
し
二
脚
を
た
つ

南
の
か
へ
に
そ
へ
て
日
記
の
御
つ
し
と
ひ
ら
し
や
う

あ
り　
　
　

二

脚
た
て
た
り
一
の
間
の
も
や
の
し
た
に
四
季
の
御
屏

風
一
帖
南
を
は
し

に
む
く

た
て
た
り
其
う
ち
に
は
い

せ
む
の
え
む
さ
あ
り
石
は
い
の
間
の
ま
へ
に
河
竹
の�
」
三
三
ウ

た
い
あ
り
仁
寿
殿
の
西
む
き
の
北
の
間
に
は
く
れ

竹
の
た
い
あ
り
み
か
は
水
み
き
り
を
な
か
れ
た
り

萩
の
戸
の
ま
へ
に
小
萩
を
う
へ
た
り
は
し
の
間
の

む
か
へ
に
す
ろ
の
木
あ
り
り
ん
じ
の
ま
つ
り
の
舞
人

こ
の
木
を
中
に
は
さ
み
て
た
ち
い
つ
つ
ち
の
間
の

ひ
さ
し
を
む
ま
つ
な
き
の
ら
う
と
い
ふ
そ
の
う
へ
は
く
つ

か
く
し
の
廊
と
い
ふ
御
後
よ
り
こ
な
た
へ
い
つ
る

と
き
こ
の
ら
う
に
く
つ
を
か
く
す�

」
三
四
オ

　
　

《
図
19
》�

」
三
四
ウ

倭
名
類
聚
抄
云
清
涼
殿
在
校
書
殿
北

　
　
　
　

拾
芥
抄
云
清
涼
殿
云
中
殿
又
云
御

殿
七
間
四
面

於
清
涼
殿
又
御
殿
常
御
殿
本
殿
中
殿
ト
云
主
上

常
ニ
御
座
ス
御
殿
也

清
涼
殿
之
図

　

《
図
（0
》�

」
三
五
オ

　

《
図
（0
》�

」
三
五
ウ

倚
子

延
喜
木
工
寮
式
云
大
倚
子
一
脚
高
一
尺
三
寸
長
二

尺
広
一
尺
五
寸

料
功
釘
十
二
隻
各
長
一

寸
五
分

膠
一
両
長
功
七
人
中
功
八

人
短
功
九
人
小
倚
子
一
脚
高
一
尺
三
寸
長
一
尺

五
寸
広
一
尺
三
寸

料

功
釘
十
二
隻
各
長
一

寸
五
分

膠
一
両
長
功
五
人
中
功
六
人

短
功
七
人
行

又
掃
部
寮
式
云
凡
御
座
者
略

紫
宸
殿
設
黒
柳
木
倚

子
行
幸
赤
漆
床
子
並
敷
錦
褥

又
云
倚
子
茵
一
枚
長
二
尺
広
一
尺

八
寸
厚
二
寸

料
小
町
席
一
條

長
二
尺
四
寸

広
二
尺
九
寸

葉
薦
七
尺
黄
帛
一
條
長
八
尺
広

七
寸
五
分

調
布

一
條
長
二
尺
一
寸

広
一
尺
九
寸

黄
糸
二
銖
苧
一
両
緋
葦
一
條
長四

寸
広
二
寸

細
縄
二
丈
長
功
二
枚
中
功
一
枚
大
半
短
功

一
枚

半江
家
次
第
石
清
水
臨
時
祭
云
敷
二
色
綾
毯
代
去
御
簾
八�

」
三
六
オ

寸
有
鎮
子

其
上
立
殿
上
倚
子
幼
主
時

置
承
台

又
臨
時
六
云
春
宮
御
倚
子
欄
事
見
代
々
立
太
子
記

以
此
推
之
猶
可
有

歟

重
明
親
王
天
慶
八
年
記
無
欄
云々

永
保
装
束
司
通

俊
朝
臣
依
彼
記
奏
事
由
撤
却
之
云々

件
装
束
司
所
作

之
倚
子
不
知
主
上
御
倚
子
歟
春
宮
御
倚
子
欤
後
冷

泉
院
御
時
依
火
事
彼
寮
雑
物
多
以
焼
失
案
延
喜
十
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六
年
御
記
東
宮
御
倚
子
下
有
銘
云
々

此
倚
子
無
銘
仍

不
知
必
是
春
宮
御
倚
子
若
可
用
無
欄
倚
子
者
可
新

作
之
専
不
耳
抜
棄
彼
御
倚
子
欄
欤
孝
信
宿
祢
申
云
東

宮
御
倚
子
多
年
立
件
倚
子
但
於
欄
者
怱
被
抜
棄
頗

不
穏
便
数
年
立
之
何
依
一
年
記
怱
被
攸
乎
者
不
知

可
否
時
儀
如
是
又
撤
左
右
欄
不
撤
後
欄
事
不
一
様

旁
可
謂
違
失

清
冷
抄
天
皇
加
元
服
云
女
官
依
例
装
束
立
御
倚
子�

」
三
六
ウ

如
常

北
山
鈔
内
宴
云
鼓
琴
吹
笛
之
者
皆
取
管
弦
候
之
至

清
涼
殿
前
立
梅
樹
之
下
登
時
立
御
倚
子
召
為
平
親

王
令
候
座

西
宮
記
所
々
座
体
云
出
納
毎
夜
以
御
倚
子
覆
懸
小

板
敷
北
端
竿
蔵
人
取
之
覆
之
御
物
忌
之
間
不
取
覆

栄
花
物
語
初
花
云
し
ん
て
ん
の
御
し
つ
ら
ひ
な
と
さ
ま

か
へ
し
つ
ら
ひ
な
さ
せ
た
ま
ひ
て
御
て
ふ
の
袖
か
た
に

御
い
し
た
て
さ
せ
玉
へ
り

按
東
宮
ノ
御
倚
子
有
欄
ヲ
用
ル
欤
一
世
ノ
源
氏
ノ
倚
子

新
作
之
者
必
無
欄
ヲ
用
ベ
シ
此
条
源
氏
の
座
倚
子
に
は
あ
ら
す�
」
三
七
オ

承
安
五
節
絵
巻
物

殿
上
御
倚
子
図

《
図
（1
》�

」
三
七
ウ

《
図
（（
》�

」
三
八
オ

《
図
（3
》�

」
三
八
ウ

さ
る
の
時
に
源
氏
ま
い
り
玉
へ
り
み
つ
ら
ゆ
ひ
玉
へ
る

つ
ら
つ
き
か
ほ
の
に
ほ
ひ
さ
ま
か
へ
玉
は
ん
事
お
し

け
な
り

鬢
ツ
ラ

西
宮
記
一
世
源
氏
元
服
云
冠
者
座
土
敷
座
一

枚

茵
云
々

畢

巾
櫛
具
源
氏
出
服
麹
塵

袍
結
髪

又
臨
時
六
云
童
子
赤
青
色
之
外
略

除
節
会
行
幸
初

参
三日

相
撲
召
合
之
日
着
総
之
或
無
総

結

形

狭
衣
物
語
巻
一
云
む
ら
さ
き
の
く
も
棚
引
わ
た
る
と

見
ゆ
る
に
ひ
む
つ
ら
ゆ
ひ
て
い
ひ
し
ら
す
お
か
し
け

な
る
わ
ら
は
の

雅
亮
装
束
抄
云
み
つ
ら
を
ゆ
ふ
こ
と
ま
つ
と
き
く
し
に
て

ち
こ
の
髪
を
と
き
ま
は
し
て
ひ
ら
か
う
か
い
に
て
わ
け

め
の
す
ち
よ
り
お
な
し
を
わ
け
く
だ
し
て
ま
つ
右
の�

」
三
九
オ

か
み
を
か
み
ね
に
し
て
左
の
か
み
を
よ
く
け
つ
り
て
あ
ふ

ら
わ
た
つ
け
な
て
な
と
し
て
も
と
ゝ
り
を
と
る
や
う
に

け
つ
り
よ
せ
て
ひ
た
り
さ
き
の
い
と
を
ひ
と
す
ち
と
り

て
そ
の
み
つ
ら
の
と
こ
ろ
あ
か
り
さ
か
り
の
ほ
と
め
と
ま
ゆ

と
の
あ
は
ひ
に
あ
た
る
ほ
と
ま
へ
う
し
ろ
の
よ
り
の
き
は

ち
こ
の
か
ほ
の
ひ
ろ
き
ほ
そ
き
に
よ
り
て
ゆ
ふ
へ
し

か
ほ
ひ
ろ
く
は
ま
へ
に
よ
せ
ほ
そ
く
は
う
し
ろ
に
よ
す
へ

し
た
ヽ
し
い
か
さ
ま
に
も
み
ヽ
よ
り
は
ま
へ
な
り
か
み
の

ほ
と
を
い
つ
か
う
ま
き
は
か
り
つ
め
ゆ
ひ
て
か
み
よ
り

し
た
う
ら
に
ま
む
す
ひ
に
ゆ
ふ
へ
し
ま
つ
し
た
む
す

ひ
を
し
て
か
う
か
い
の
さ
き
を
ゆ
す
る
つ
き
の
水
に
ぬ
ら

し
て
む
す
ひ
め
を
ぬ
ら
し
て
ま
む
す
ひ
に
す
へ
し

い
と
を
の
へ
む
れ
う
な
り
糸
を
き
ら
て
か
み
の

す
そ
を
よ
く
と
き
く
た
し
て
の
ち
み
ヽ
の
う
し
ろ�

」
三
九
ウ

の
か
み
を
み
ヽ
の
う
し
ろ
か
く
る
ヽ
ほ
と
に
ひ
む
ふ
く

を
ふ
く
ら
か
に
け
う
ら
に
ひ
き
て
耳
を
か
く
す
へ
し

つ
き
に
か
み
の
す
ゑ
を
ち
こ
の
か
た
の
ま
へ
に
よ
く
〳
〵

な
て
つ
け
て
ち
こ
の
む
ね
に
を
し
あ
て
ヽ
ち
の
ほ
と
に
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あ
た
る
ほ
と
を
と
ら
へ
て
ま
た
あ
る
い
と
し
て
三
ま

と
ひ
斗
し
て
ま
む
す
ひ
に
つ
よ
く
ゆ
ひ
て
こ
か
た
な

し
て
む
す
ひ
め
の
き
は
よ
り
い
と
を
き
る
へ
し
さ
て

そ
の
ゆ
ひ
た
る
し
も
の
か
み
を
よ
く
〳
〵
な
て
ヽ
の
ち

み
つ
に
わ
け
て
み
つ
く
み
に
す
そ
ま
て
く
み
た
た

し
て
そ
の
す
そ
の
く
み
は
て
を
か
み
へ
ひ
き
か
へ
し

て
元
ゆ
ひ
た
る
糸
の
き
ら
て
を
き
た
る
し
て
こ
の
く
み

は
て
の
も
と
を
も
と
ゆ
ひ
た
る
と
こ
ろ
に
ま
む
す
ひ

に
し
て
そ
の
き
は
よ
り
糸
を
き
る
へ
し
い
つ
く
を
も

ゆ
は
ん
に
は
む
す
ひ
め
を
ぬ
ら
せ
い
と
の
く
つ
ろ
か
ぬ
也�

」
四
○
オ

髪
の
す
そ
を
は
耳
の
う
へ
よ
り
こ
し
て
ひ
む
ふ
く
の
う

ち
に
は
さ
む
へ
し
な
を
末
い
て
は
く
ひ
か
み
の
う
ち
に

を
し
い
る
へ
し
ち
こ
を
さ
な
く
て
か
み
み
し
か
く
は
べ
ち

に
つ
け
か
み
と
い
ふ
も
の
を
も
と
ゆ
ひ
た
る
う
へ
に
ゆ
ひ
つ
け
て

ゆ
ふ
な
り
其
髪
な
と
を
よ
く
ゆ
ひ
な
と
し
て
を
と
し

抔
す
ま
し
き
也
つ
き
に
は
さ
か
た
を
と
り
て
こ
の
も
と
を
結

た
る
う
へ
に
あ
て
ヽ
ち
こ
の
う
し
ろ
に
て
を
し
て
は
さ

か
た
に
む
す
ふ
そ
の
ひ
ゆ
や
う
か
く
へ
き
に
あ
ら
ね
は
左

右
の
本
を
ゆ
ひ
て
く
し
た
り
ま
つ
左
を
ゆ
ひ
て
の
ち
わ
ら

う
た
な
か
ら
ひ
き
ま
は
し
て
右
を
ゆ
ふ
へ
し
わ
か
ま
は
る
も

こ
ち
な
け
れ
は
こ
の
れ
う
に
わ
ら
う
た
に
は
す
う
れ
と
も

き
み
の
御
み
つ
ら
な
と
参
り
た
ら
ん
に
は
ひ
ん
な
し
わ
れ
ま

は
る
へ
し

又
云
さ
う
そ
く
し
て
の
ち
わ
ら
う
た
に
こ
の
ち
こ
を�

」
四
○
ウ

す
え
て
ひ
ん
つ
ら
を
ゆ
ふ
へ
し
か
ヽ
け
の
は
こ
の
ふ
た
に

□
は
さ
か
た
ふ
た
す
ち
□
な
か
さ
一
尺
に
は
か
り
ほ
そ
き

五
分
は
か
り
□
ら
を
た
ヽ
み
て
い
ろ
〳
〵
の
い
と
に
て
か
つ

ら
て
に
て
ふ
こ
鳥
を
ぬ
ひ
た
り
い
ろ
は
ん
ひ
の
ら
ん
の

き
れ
か
□
む
ら
さ
き
の
い
と
の
ふ
と
ら
か
に
を
し
よ
り
た
る

か
□
な
か
さ
二
三
尺
斗
な
る
三
す
ち
四
す
ち
く
し
二
枚

か
う
ち
と
き
く
し
一
枚
ひ
ら
か
う
か
い
一
あ
ふ
ら
つ
ほ
に

あ
ふ
ら
わ
た
い
れ
て
こ
か
た
な
一
こ
れ
ら
を
か
ヽ
け
の
は

こ
の
ふ
た
に
い
れ
て
さ
う
そ
く
に
く
し
て
と
り
い
た
す

す
な
り
ゆ
す
る
つ
き
に
水
い
れ
て
や
な
い
は
こ
に

を
き
て
く
す
へ
し
か
み
ひ
ね
り
ふ
た
す
ち�

」
四
一
オ

童
体
服

西
宮
記
一
世
源
氏
加
元
服
云
源
氏
出
服
麹
塵

袍
結
髪

又
臨
時
六
云
童
子
赤
青
色
之
外
元
三
十
六
日
間
着

黄
衣
略

以
織
物
為
麹
塵
代
以
後
為
白
襲
以
黄
花
紅

梅
等
為
下
襲
為
曳
倍
支
類
依
人
可
用
衆
法
不
得
習

之江
家
次
第
御
元
服
云
皇
帝
着
黄
櫨
闕
腋
袍
打
蘇

芳
下
重
等
並
着
糸
鞋

出

御
南
殿

雅
亮
装
束
抄
云
わ
ら
は
殿
上
人
の
こ
と
わ
き
あ
け
の

さ
う
そ
く
も
の
ヽ
具
つ
ね
の
こ
と
し
う
へ
の
き
ぬ
あ
か
い
ろ

な
り
つ
ね
の
五
ゐ
の
う
へ
の
き
ぬ
の
あ
か
み
た
る
や
う
也

も
ん
小
あ
ふ
ひ
つ
ね
の
こ
と
な
り
し
た
か
さ
ね
つ
ね
の

こ
と
し
つ
ヽ
し
お
も
て
あ
や
う
ら
ひ
と
へ
も
ん
や
う
し

う
ち
た
り
あ
か
へ
あ
り
は
ん
ひ
は
く
ろ
は
ん
ひ
ら
ん�

」
四
一
ウ

を
な
と
は
ら
と
い
ふ
も
の
な
り
な
つ
は
う
す
も
の
常
の

あ
こ
め
の
い
ろ
こ
ヽ
ろ
に
あ
る
へ
し
た
ヽ
し
こ
き
さ
う
そ
く

な
ら
は
す
は
う
の
あ
こ
め
あ
を
き
ひ
と
へ
に
て
□
く
し

ち
き
ぬ
き
る
へ
し
う
え
の
は
か
ま
お
り
も
の
上
達
部
の
さ
う

そ
く
の
て
い
也
是
は
こ
き
さ
う
そ
く
う
ら
は
こ
し
お
ほ
く

ち
も
こ
か
る
へ
し
と
り
か
さ
ね
て
わ
ら
う
た
の
う
へ
に

を
き
て
と
り
い
た
す
へ
し
き
る
へ
き
し
た
い
に
を
く
へ
し
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お
ひ
つ
の
ゝ
ま
ろ
と
も
五
ゐ
の
さ
く
ひ
き
お
ひ
し
た
う
つ

し
か
い
あ
ふ
き
を
く
す
へ
し
た
み
ゑ
あ
り
な
つ
の

下
か
さ
ね
あ
か
い
ろ
く
ろ
は
ん
ひ
也
い
ろ
を
ゆ
り
た
る
故

な
り
う
へ
の
袴
の
う
ら
お
ほ
く
ち
あ
か
く
と
も
く
る

し
か
る
ま
し
け
れ
と
を
さ
な
け
れ
は
う
ち
ま
か
せ
て
は

こ
き
さ
う
そ
く
也
さ
う
そ
く
を
す
る
こ
と
は
常
の

わ
き
あ
け
也
た
ヽ
し
は
ん
ひ
の
を
ゆ
ふ
へ
し
本
を�

」
四
二
オ

見
る
へ
し
さ
う
そ
く
し
て
の
ち
わ
ら
う
た
に
こ
の

ち
こ
を
す
え
て
ひ
む
つ
ら
を
ゆ
ふ
へ
し�

」
四
二
ウ

�

」
四
三
オ

か
う
ふ
り
し
給
ひ
て
御
や
す
み
と
こ
ろ
に
ま
か
て
給
ひ
て

御
衣
奉
り
か
へ
て

無
位
袍

衣
服
令
云
制
服
无
位
略

皆
皂
縵
頭
巾
黄
袍
謂
裁
縫

体
制
一

如
朝
服
也

烏
油
腰
帯
白
襪
皮
履
朝
庭
公
事
則
服
之
尋
常
通

得
着
草
鞋

続
日
本
紀
和
銅
五
年
閏
十
二
月
辛　

云
制
略

又
無

位
朝
服
自
今
以
後
皆
着
襴
黄
衣
襴
広
一
尺
二
寸
以

下西
宮
記
臨
時
六
云
黄
衣
無
品
親
王
孫
王
綾

源
氏
及

良
家
子
孫
弱
冠
者
着
之
公
卿
子
孫
候
殿
上
無
位
時

用
黄
衣

又
一
世
源
氏
元
服
云
引
入
着
座
引
入
還　

冠
者
下
於
下
侍
改

改
衣
黄
衣

拝
舞
入
自
仙

華

門�

」
四
三
ウ

又
臨
時
六
云
行
幸
無
位
東
竪
着
黄
衣

北
山
鈔
内
宴
云
同
八
年
召
散
位
菅
原
淳
成
左
大
臣

所
奏
小
野
篁
黄
衣
葛
履
得
預
宴
席
云
云

世
俗
浅
深
秘
鈔
云
無
品
親
王
袍
色
萠
黄
与
浅
黄
也

是
先
賢
異
儀
区
也
或
又
紫
云
々

案
此
事
猶
可
為
薄

黄
但
聊
可
有
青
気
行
成
卿
記
注
黄
色
之
由
就
件
記

猶
執
浅
黄
之
由
輩
中
古
多
之
然
而
為
黄
色
也
摂
籙

家
輩
記
云
多
注
浅
黄
云
々

如
弾
正
式
者
可
為
紫
由
注

然
而
端
に

無
品
親
王
ト

注
テ

浅
黄
ヲ

受
又
親
王
着

紫
云
々
所
謂
此
親
王
四
位
以
上
親
王
也
或
書
云
説
者

曰
親
王
者
四
品
以
上
也
無
品
者
有
別
式
云
々

以
此
文

案
之
弾
正
式
親
王
四
位
以
上
之
事
也
雖
載
無
品
不

注
袍
色
是
弾
正
式
者
為
糺
断
従
政
者
有
違
式
也
然

間
無
位
親
王
無
出
仕
公
事
仍
親
王
も

四
位
已
上
ヲ�

」
四
四
オ

注
也
所
注
弾
正
式
文
如
此
凡
無
品
親
王
諸
王
諸
王

内
親
王
女
王
等
衣
服
也
親
王
着
紫
已
下
孫
王
准
五

位
諸
王
准
六
位
其
服
色

者
用
纁

就
此
文
存
紫
由
輩
非
其
謂

然
而
以
令
文
案
之
曰
猶
可
為
紫
者
有
相
違
者
也
衣

服
令
曰
親
王
諸
王
諸
臣
一
位
已
上
并

深
紫
衣
三
位

已
上
浅
紫
衣
云
々

其
以
下
至
五
位
緋
衣
何
雖
親
王
無

位
人
可
着
紫
哉
就
中
無
位
黄
云
々

注
無
位
所
ノ
注
曰

諸
人
服
制

又
同
也
云
々

然
者
親
王
同
在
此
中
條
勿
論
欤

錺
鈔
云
浅
黄
親
王
着
御
保
延
五
或
秘
記
云
雅
仁
親

王
元
服
諸
卿
等
相
談
曰
無
品
親
王
着
黄
衣
或
人
曰

謂
之
浅
黄
専
不
分
明
宗
能
卿
曰
是
浅
黄
之
薄
也
予

曰
或
記
云
親
王
着
黄
衣
注
曰
其
浅
黄
也
世
称
黄
衣

或
記
曰
着
緑
袍
云
々

以
之
推
之
猶
浅
黄
色
欤
指
貫
体
也

宗

能
曰
浅
黄
者
心
喪
之
色
也
豈
可
用
哉
余
人
更
不
口�

」
四
四
ウ

入
予
心
中
雖
存
無
其
謂
之
由
更
不
出
口
外
帰
亭
後

勘
日
記
長
和
二
年
三
月
廿
三
日
行
成
記
曰
新
冠
両

親
王
着
黄
衣
其
浅
黄
色
也

称
之
黄
衣

寛
治
元
六
二
御
暦
曰
着

緑
表
衣
給
云
々

改
着
男
御
装
束
緑
御
袍
浅
黄
也
世
称
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之
黄
衣
面
小
葵
綾
練
之
裏
同
色
平
絹
同
練
張
之
有

文
御
帯
件
御
装
束
自
此
前
自
待
賢
門
院
被
調
進
也

久
安
六
十
廿
三
新
大
納
言
伝
法
王
詔
曰
重
明
親
王

元
服
夜
袍
如
何
其
趣
意
宣
載
状
奏
聞
者
執
状
曰
無

品
親
王
黄
衣
之
由
見
西
宮
記
臨
時
六　

又
縫
殿
寮
式
有

所
見
浅
黄
即
薄

黄
之
由
也

可
用
薄
黄
色
者　

〈
花
押
〉
案
先
年
六
條

宮
元
服
之
時
袍
色
有
御
沙
汰
薄
女
郎
花
色
也
有
黄

気
者

台
記
久
安
六
年
十
二
月
一
日
云
伝
聞
今
日
重
明
親

王
如
元
服
被
用
黄
袍
如
余
所
奏�

」
四
五
オ

続
世
継
は
ら
〳
〵
の
御
子
巻
云
色
な
と
も
た
つ
ね

え
侍
ら
ぬ
お
り
〳
〵
も
侍
る
と
か
や
位
お
は
し
ま
さ
ぬ

ほ
と
は
浅
黄
と
日
記
に
侍
る
な
る
を
あ
を
き
か

黄
な
る
い
ろ
か
覚
束
な
く
て
花
園
の
大
臣
に

た
つ
ね
奉
り
け
る
に
お
さ
な
く
て
覚
え
給
は
ぬ
よ
し

申
給
ふ
な
と
き
ゝ
し
一
の
み
や
の
御
元
ふ
く
の
は
き

な
る
き
ぬ
に
て
ま
こ
と
に
お
は
し
ま
す
ら
む
無

位
の
ひ
と
は
黄
袍
な
る
へ
け
れ
は
お
の
ゝ
た
か
む
ら
の

隠
岐
よ
り
か
へ
り
て
つ
く
り
た
る
詩
に
も
こ
ふ
君
き

く
を
愛
さ
は
我
を
見
よ
し
ろ
き
事
は
か
う
へ
に

あ
り
き
な
る
こ
と
は
こ
ろ
も
に
あ
り
な
と
き
こ
へ
し

神
の
や
し
ろ
の
き
か
り
衣
も
位
な
き
う
へ
の
き
ぬ
の

こ
ゝ
ろ
な
る
へ
し

延
喜
縫
殿
寮
式
云
浅
黄
綾
一
匹
綿
紬
綾
紬

東
絶
亦
同

苅
安
草�

」
四
五
ウ

大
三
斤
八
両
灰
一
斗
二
升
薪
丗
斤

按
々
無
位
の
人
黄
袍
を
着
す
る
事
右
に
詳
也

源
氏
君
此
時
無
位
也
浅
黄
を
着
す
と
す
べ
し

浅
黄
御
着
の
感
き
な
り
曽
て
み
と
り
の
う
す
き
に
あ
ら
す
先
輩
此
説
区

や
と
い
へ
共
縫
殿
寮

式
に
か
り
安
草
を
以
て
染
る
の
よ
し
み
ゆ
る
の
う
へ
は

さ
ら
に
論
す
へ
か
ら
す
但
六
位
の
あ
さ
き
は

黄
の
う
す
き
に
あ
ら
す
乙
女
の
巻
可
見
合

〈
頭
〉
黄
袍　

此
説
不
用

　
　
　

位
色
考
に
見
合

按
一
世
源
氏
元
服
之
日
麹
塵
闕
腋
ヲ
着
ス
ノ
由

西
宮
記
ニ
見
ユ
然
ル
ニ
源
語
装
束
抄
赤
色
ヲ
着
ス
ト

注
ス
拠
ア
ル
カ
不
知�

」
四
六
オ

浅
黄
綾

　

縫
殿
寮
ニ
ヨ
ツ
テ
所
染
色

　
　

表
小
葵
綾　

裡
平
絹

《
図
（4
》�

」
四
六
ウ

御
ろ
く
の
も
の
上
の
命
婦
と
り
て
給
ふ
し
ろ
き
大
う

ち
き
に
御
そ
ひ
と
く
だ
り
例
の
こ
と
な
り

白
大
褂

清
冷
鈔
親
王
加
元
服
云
加
冠
人
進
候
孫
庇
女
蔵
人

取
録
賜
之
白
褂
一
重
御
衣
一
重
大
臣
加
白
様
衣
御

衣
或
歌
之
次
間
左
右
馬
寮
十
列
各
一
足

加給又
源
氏
皇
子
加
元
冠
云
加
冠
人
応
召
参
上
命
婦
持

例
給
之
拝
舞
退
出
其
録
内
親
王

加
冠
之
時

西
宮
記
大
臣
家
大
饗
云
弁
少
納
言
録
注略

参
議
録
紅大

褂
三
位

卯

重

中
納
言
大
納
言
白
大
褂

一

重

江
家
次
第
大
臣
家
大
饗
云
次
参
議
録
三
位
以
上
卯

重
四
位
紅
大

褂
殿
上

人
役　

次
納
言
白
大
褂

一

重

北
山
鈔
内
宴
云
臣
下
渕
酔
令
兼
迫
之
舞
甚
得
体
骨

給
禄
大
臣
御
下
重
親
王
納
言

白
褂
参
議
紅
深
褂�

」
四
七
オ

栄
花
物
語
初
花
云
上
達
部
に
は
女
の
そ
う
そ
く
お
ほ
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う
ち
き
な
と
そ
へ
た
り

雅
亮
装
束
抄
云
ひ
ん
き
の
と
こ
ろ
を
ろ
く
の
所
と
し
て

略

お
ほ
う
ち
き
一
領
と
い
ふ
は
ひ
と
へ
な
く
て
た
ゝ
ふ
た

つ
か
さ
ね
た
る
を
い
ふ
な
り

倭
名
類
聚
鈔
云
袿
漢
書
音
義
云
諸
干
今
按
干
宣
作

見
玉
篇

大

衣
袿
衣
也
釈
名
云
音
圭
漢
諸
抄
作

褂
云
宇
知
岐

婦
人
上

衣
也

　

按
褂
ハ
衣
也
裁
縫
衣
ニ
同
シ

御
さ
か
つ
き
の
つ
ゐ
て
に　

い
と
き
な
き
は
つ
も
と
ゆ
ひ
に
な

か
き
よ
を
ち
き
る
心
は
む
す
ひ
こ
め
つ
や　

御
こ
ゝ
ろ
は
へ
あ

り
て
お
と
ろ
か
せ
給
ふ　

む
す
ひ
つ
る
心
も
深
き
元
結
に

こ
き
む
ら
さ
き
の
色
し
あ
せ
す
は
と
そ
う
し
長
は
し

よ
り
お
り
て
ふ
た
う
し
給
ふ
ひ
た
り
の
つ
か
さ
の
御
む
ま�

」
四
七
ウ

く
ら
人
所
の
た
か
す
へ
て
給
り
給
ふ
み
は
し
の
も
と
に

み
こ
た
ち
上
達
部
つ
ら
ね

元
結

倭
名
類
聚
鈔
云
鬠　

孫
愐
功
韻
云
鬠
音
活
和
名

毛
度
由
比

以

組
束
髪
也

雅
亮
装
束
抄
云
わ
ら
う
た
に
こ
の
ち
こ
を
す
え
て
め

つ
ら
を
ゆ
ふ
へ
し
か
ゝ
け
の
は
こ
に
略

む
ら
さ
き
の
糸
の

ふ
と
ら
か
に
を
し
よ
り
た
る
か
長
二
三
尺
は
か
り
な
る
三

す
ち
四
す
ち

又
云
と
の
ゐ
さ
う
そ
く
に
は
さ
け
み
つ
ら
と
そ
ゆ
ふ
也
略

む
ら
さ
き
の
い
と
の
み
つ
く
り
に
こ
出
よ
り
の
ほ
と
に
よ
り
た

な
る
九
尺
は
か
り
あ
る
し
て
元
ゆ
ひ
の
む
ら
さ
き
の
糸
の

う
へ
を
み
つ
か
き
に
ゆ
ふ
な
り

按
ニ
元
結
ハ
紫
の
練
糸
を
ふ
く
ら
か
に
三
よ
り
に�

」
四
八
オ

捻
て
用
ユ
今
も
し
か
り
又
さ
け
み
つ
ら
の
む
ら

濃
の
元
結
ハ
み
を
つ
く
し
の
巻
に
し
る
す

長
橋

西
宮
記
御
斎
会
云
僧
綱
率
僧
自
仙
花
門
入
昇
自
南

長
橋
着
座

江
家
次
第
賭
弓
云
御
出
後
又
遅
参
公
卿
路
事
経
南

殿
北
廂
乍
着
履　

経
長
橋
壁
下
到
南
廊
自
取
履
到
殿
上

着
之

又
宇
佐
使
云
蔵
人
取
御
半
臂
表
御
袴
等
入
自
鬼
間

経
石
灰
壇
御
屏
風
北
妻
到
孫
廂
給
之
退
出
殿
上
方

使
纏
頭
下
自
長
橋
於
東
庭
拝
舞

栄
花
物
語
晩
待
星
云
月
く
ま
な
き
に
人
々
あ
り
き
て

見
る
に
南
殿
へ
の
ほ
ら
せ
給
ひ
し
長
は
し
の
く
ち
た
る
も

あ
は
れ
に
て　

君
か
代
に
つ
く
し
は
て
ぬ
る
長
は
し
の�

」
四
八
ウ

な
に
ゝ
か　
　
　
　
　

わ
れ
朽
す
と
も

今
昔
物
語
云
今
ハ
昔
延
喜
御
代
略

頃
ハ
三
月
下
旬

霖
雨
に
よ
つ
て
南
殿
の
は
さ
ま
は
殊
更
く
ら
き
に
公
忠

卿
ひ
そ
か
に
長
橋
よ
り
枝
足
し
て
の
ほ
り
つ
ゝ
南

殿
の
北
の
腋
戸
の
許
に
至
て

　

長
橋
並
御
殿

御

戸

《
図
（5
》�

」
四
九
オ

《
図
（5
》

左
馬
寮

職
員
令
云
左
馬
寮
右
馬
寮

准

此

頭
一
人
掌
左
閑
馬
調
習

養
飼
供
御
乗
具
謂
是
即
自
内
蔵
寮
所
送
者
其

在
大
蔵
賞
賜
之
料
亦
同
送
焉

配
穀

草
及
飼
部
戸
口
名
籍
事

三
代
実
録
云
貞
観
十
六
年
二
月
六
丙
申
春
祭
右

馬
寮
牛
斃
左
馬
寮
馬
死
由
是
停
止�

」
四
九
ウ

日
本
紀
略
云
天
暦
元
年
七
月
七
日
去
夜
大
風
左
馬



宮内庁書陵部蔵『源氏類聚抄』（一）桐壺　翻刻・解題 （36）

寮
南
門
顛
倒

清
冷
鈔
親
王
加
元
服
云
女
蔵
人
取
録
賜
之
白
褂
一

重
御
衣

一
重
大
臣
加
白
桜
衣
御
衣
或
歌
之

次
召
左
右
馬
寮
十
列
各
一
疋
加
給�

」
五
○
オ

　
　

左
馬
寮
之
図

《
図
（6
》

蔵
人
所

類
聚
国
史
曰
弘
仁
元
年
三
月
十
日
始
置
蔵
人
所

三
代
実
録
貞
観
十
八
年
七
月
十
四
日
云
勅
喚
散
位

大
蔵
朝
臣
善
行
侍
蔵
人
所
校
定
御
書
兼
以
顔
氏
家�

」
五
○
ウ

訓
教
授
帝
左
右
年
少
及
禁
中
好
事
者
至
是
講
竟
詔

於
蔵
人
所
賜
竟
宴
喚
大
学
文
章
生
等
賦
詩

又
元
慶
七
年
七
月
五
日
云
勅
弘
仁
十
一
年
以
来
主

鷹
司
鷹
飼
三
十
人
犬
三
十
牙
食
料
毎
月
宛
彼
司
其

中
割
鷹
飼
十
人
犬
十
牙
料
充
蔵
人
所
貞
観
二
年
以

後
無
置
官
人
雑
事
停
廃
今
鷹
飼
十
人
犬
十
牙
料
永

以
熟
職
充
蔵
人
所

延
喜
斎
宮
式
云
膳
部
六
人
舎
人
二
人
荷
領
十
四
人

蔵
人
所
陪
従
六
人
内
侍
及
院
女
別
当
以
下
並
従
車

後西
宮
記　
　
　

云
延
喜
十
年
十
月
廿
九
日
今
日
蔵

人
所
漢
書
竟
宴
事
略

探
題
詠
史
召
之
詩
御
侍

聞
食

拾
芥
鈔
云
蔵
人
所
在
校
書
殿
有
別
当
左
大
臣
一
人�

」
五
一
オ

頭
一
人
預
人
八
人
出
納
三
人
小
舎
人
六
人
有
熟
食

年
官
進
月
奏
或
云
衆
十
二
人
有
内
官
或
所
衆
二
十

二
人
瀧
口
二
十
二
人
或
蔵
人
八
人
五
位
二
人
或
三

人
六
位
六
人
或
立
人
是
皆
職
事
也

宇
津
保
物
語
た
ゝ
こ
そ
云
右
の
お
と
ゝ
の
う
ち
へ
参
り

給
へ
ら
ん
時
蔵
人
所
に
も
て
ゆ
き
て
う
る
も
の
也

と
て
い
た
せ

枕
草
子
巻
七
云
夜
い
た
う
ふ
け
ぬ
あ
す
御
も
の
い
み

な
る
に
こ
も
る
へ
け
れ
は
う
し
に
な
り
な
は
あ

し
か
り
な
む
と
て
万
い
り
給
ひ
ぬ
つ
と
め
て
く
ら

人
所
の
か
う
や
紙
引
か
さ
ね
て�

」
五
一
ウ

　
　

校
書
殿
内
蔵
人
所
之
図

《
図
（7
》�

」
五
二
オ

《
図
（7
》

御
階

江
家
次
第
御
斎
会
内
論
儀
云
其
後
簀
子
敷
立
庄
子

為
講
師
聴
衆
座
南
階
上

預
敷
板

又
云
階
上
御
階
南
階

可
敷
仮
板
但
簀
子
敷
広
者
不
可
必

敷
之

侍
中
群
要
雷
鳴
云
夾
清
涼
殿
前
南
御
階
立
之
左
北
右
南

　

按
清
涼
殿
ノ
東
階
南
北
各
三
阪
無
欄
清
涼
殿
全
図

　

及
長
橋
之
図
等
可
見
合�

」
五
二
ウ

　
　

承
安
五
節
絵
清
涼
殿
御
階
之
図

《
図
（8
》�

」
五
三
オ

《
図
（8
》�

」
五
三
ウ

右
大
弁
な
ん
う
け
給
は
り
て
つ
か
う
ま
つ
ら
せ
け
る

と
ん
し
き
ろ
く
の
か
ら
ひ
つ
と
も
な
と
と
こ
ろ
せ
き
ま
て

禄
唐
櫃

延
喜
斎
宮
式
云
凡
斎
王
将
入
干
初
斎
院
略

装
物
韓

櫃
各
一
合
衣
服
韓
櫃
二
合
禄
物
韓
櫃
六
合

江
家
次
第
元
日
宴
云
縫
殿
寮
立
禄
韓
櫃
入
自
承
明

門
列
立
左

右
杖
南　北

山
鈔
元
日
宴
会
云
雅
楽
寮
奏
楽
縫
殿
寮
立
禄
韓
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櫃
大
臣
着
陣

栄
花
物
語
音
楽
云
同
し
く
中
嶋
に
平
張
し
て
公
け

よ
り
初
宮
々
の
ろ
く
の
か
ら
ひ
つ
と
も
色
あ
か
く
お
と

ろ
〳
〵
し
く
て�

」
五
四
オ

さ
と
の
と
の
は
修
理
職
た
く
み
つ
か
さ
に
宣
旨
く
た
り
て

に
な
う
あ
ら
た
め
つ
く
ら
せ
給
ふ
も
と
の
山
の
た
ゝ
す
ま
ゐ

お
も
ろマ

マし
き
と
こ
ろ
な
る
池
の
こ
ゝ
ろ
ひ
ろ
く
し
な
し
て

め
て
た
う
つ
く
り
の
ゝ
し
る

修
理
職

倭
名
類
聚
鈔
云
修
理
職
乎
佐
女
豆
久

留
豆
如
佐

日
本
紀
略
寛
仁
四
年
七
月
廿
二
日
云
大
風
吹
壊
修

理
職
西
門

類
聚
国
史
云
嵯
峨
天
皇
弘
仁
九
年
七
月
庚
申
定
修

理
史
生
六
員

延
喜
中
務
式
云
修
理
職
三
百
九
十
人
史
生
八
人
長

上
十
人
将
領

廿
二
人
工
部
六
十
人
仕
丁
二

百
廿
七
人
飛
騨
工
六
十
三
人

又
式
部
式
云
凡
修
理
長
上
工
木
工
五
人
檜
皮
工
一

人
瓦
工
二
人
石
灰
工
一
人
将
領
二
十
二
人
並
預
考�

」
五
四
ウ

按
修
理
職
ハ
近
衛
南
勘
解
由
小
路
北
東
大
宮
東

指
態
西
方
一
町
也

内
匠
寮

延
喜
中
務
式
云
内
匠
寮
一
百
丗
四
人
頭
一
人
助
一

人
大
允
一
人

少
允
二
人
大
属
一
人
少
属
二
人
史
生
六
人
才
長
上

廿

人

番

上

工

一

百

人

西
宮
記
臨
時
六
云
二
十
九
日
内
匠
寮
撤
夜
御
帳
替

御
屏
風

北
山
鈔
内
宴
云
内
匠
寮
参
入
立
軟
障
台
於
所
々
事

木
工
寮
立
舞
台
事

雅
亮
装
束
抄
云
お
な
し
き
ま
の
す
や
に
御
帳
有
略

其

上
に
四
の
す
み
〳
〵
の
つ
ち
ゐ
を
す
え
て
は
し
ら
を
た
て

ま
は
し
て
か
も
ゐ
を
奉
て
の
ち
ぬ
り
こ
の
あ
か
り
さ

う
し
を
ま
こ
と
に
お
ほ
ふ
た
く
み
れ
う
を
か
な
ら
す

め
す
へ
し�

」
五
五
オ

　
　

内
匠
寮
之
図

《
図
（9
》

山
池

う
つ
ほ
物
語
藤
原
君
云
又
か
く
て
た
う
ち
ふ
り
た
る
比

中
嶋
に
水
の
た
ま
り
た
る
に
に
ほ
と
い
ふ
と
り
の
こ
ゝ
ろ

す
こ
く
な
き
た
る
を
聞
給
て

栄
花
物
語
と
り
へ
野
云
殿
の
有
さ
ま
め
も
は
る
に
お
も
し�

」
五
五
ウ

ろ
し
山
の
も
み
ち
か
す
を
つ
く
し
中
嶋
の
松
に
か
ゝ
れ
る
つ

た
の
い
ろ
を
み
れ
は
く
れ
な
ゐ
す
は
う
の
こ
き
う
す
き

青
う
き
な
る
な
と
さ
ま
〳
〵
に
み
ゆ
る
そ
よ
に
め
て
た
き

狭
衣
物
語
巻
一
云
御
前
の
木
た
ち
何
と
な
く
青
み
わ

た
り
て
木
く
ら
き
な
か
に
中
嶋
の
藤
は
松
に
と
の
み
お
も

は
す
さ
き
か
ゝ
り
て
山
ほ
と
ゝ
き
す
ま
ち
か
ほ
な
る
に

池
の
汀
の
八
重
山
ふ
き
井
手
の
わ
た
り
に
こ
と
な
ら
す�

」
五
六
オ

注（
１
）��

森
田
直
美
・
赤
澤
真
理
・
伊
永
陽
子
「『
源
氏
物
語
』
の
住
文
化
と
そ
の
受
容
史
に

関
す
る
研
究
」（
住
宅
総
合
研
究
財
団
研
究
論
文
集
、
三
七
、
二
〇
一
二
年
）、
赤

澤
真
理
『
源
氏
物
語
絵
に
み
る
近
世
上
流
住
宅
史
論
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二

〇
一
〇
年
）、
森
田
直
美
「
近
世
後
期
に
お
け
る
平
安
朝
物
語
の
図
説
化
―
装
束
関

連
の
書
を
中
心
に
―
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
文
学
研
究
篇
』
第
三
七
号
、
二

〇
一
一
年
）。
書
誌
に
つ
い
て
は
、
伊
井
春
樹
『
源
氏
物
語
注
釈
書
・
享
受
史
事
典
』

東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
一
年
を
合
わ
せ
て
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
同
書
に
よ
れ
ば
、

写
本
に
、
筑
波
大
学
1
冊
、
東
海
大
学
桃
園
文
庫
1
冊
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

バ
ー
ク
レ
イ
校
三
井
文
庫
旧
蔵
（
源
氏
物
語
中
大
内
調
度
織
文
図
彙
と
題
す
る
）
に
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一
冊
が
あ
る
。
ま
た
、『
国
書
総
目
録
』
を
み
る
と
、
無
窮
会
に
四
冊
が
あ
る
。

（
２
）��

森
田
直
美
・
赤
澤
真
理
・
伊
永
陽
子
「
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
源
語
図
抄
』
翻
刻
」（
瞿

麦
、
第
二
十
六
号
、
日
本
女
子
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
、
二
〇
一
二
年
）。

付
記　

�
本
書
の
翻
刻
掲
載
に
つ
い
て
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
か
ら
の
許
可
を
得
て
い

る
。

図
　
版

各
図
版
の
（　

）
に
示
し
た
『
大
内
裏
図
考
証
』
に
つ
い
て
は
、『
故
実
叢
書
』

明
治
図
書
出
版
、
一
九
五
一
年
か
ら
、
巻
数
－
頁
を
示
し
た
。
図
面
・
絵
巻
物
に

内
題
が
な
い
も
の
は
、（　

）
で
示
し
た
。

図 1　淑景舎之図　五分一丈（大内裏図考証 3-10）



同志社女子大学　総合文化研究所紀要　第32巻　2015年（39）

図 3　春日験記巻一（八紙） 図 2　山塊記

図 4　昭陽淑景渡廊之図（綾綺殿と温明殿間の渡殿、渡廊）（大内裏図考証 3-8,�2-377）



宮内庁書陵部蔵『源氏類聚抄』（一）桐壺　翻刻・解題 （40）

図 5　雲図抄五節事　馬道東西柱打灯階燃付立床子昇
真上　舞妓出入道、馬道之図 2図（大内裏図考
2-292）

図 6　馬道之図　同（大内裏図考 2-428)

図 7　後涼殿之図　五分一丈（大内裏図考証 2-234）
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図 8　清涼殿上局之図（大内裏図考証 2-85）

図 9　校書殿内納殿之図　五分一丈



宮内庁書陵部蔵『源氏類聚抄』（一）桐壺　翻刻・解題 （4（）

図 10　内蔵寮之図（大内裏図考証 3-200）

図 11　（輦）（石山寺縁起）
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図 12　弘徽殿之図　五分一丈（大内裏図考証 2-428）

図 13　夜御殿之図一寸一丈（大内裏図考証 2-75）
図 14　�（清涼殿　朝餇の間）（大内裏図考証 2-131）
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図 15　（大内裏図考証 3-259）

図 16　飛香舎之図（大内裏図考証 3-32）
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図 18　穀倉院之図（大内裏図考証 3-364）図 19　（清涼殿也（禁腋秘抄））（大内裏図考証 2-75）

図 17　紫宸殿之図（大内裏図考証 2-36）



宮内庁書陵部蔵『源氏類聚抄』（一）桐壺　翻刻・解題 （46）

図 21　承安五節絵巻物殿上御椅子図

図 20　清涼殿之図（大内裏図考証 2-158）

図 22　（殿上の椅子）
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図 24　浅黄綾

図 25　長橋並御殿

図 23　（朽木文様）



宮内庁書陵部蔵『源氏類聚抄』（一）桐壺　翻刻・解題 （48）

図 26　左馬寮之図（大内裏図考証 3-346）

図 27　校書殿内蔵人所之図（大内裏図考証 2-249）
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図 29　内匠寮之図（大内裏図考証 3-206）

図 28　承安五節絵清涼殿御階之図


